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ひ ら

未来を切り啓く 子どもたちへ

2事実にもとづいて考察する
能力を育て，科学的な

思考力や判断力，表現力が
身につくようにする。 3実社会や実生活の中で

理科の学習の有用性を感じ，
自ら積極的に学び続ける
ことができるようにする。

1豊かな自然体験や，
観察・実験を通して，

科学的な知識や概念が実感
を伴って理解できるよう

にする。

　今，安全と安心に根ざした科学技術が大変重要となっています。東日本大震災のような予期せぬ災害や国際的な問題に
直面したとき，私たち個人が科学の知識をもって，自分で考えて行動する必要があります。将来を担う子どもたちが初めて出
会う科学的思考の場が，小学校理科です。そこで，教科書では，あらためて「科学的な思考力を育てる」ことを重視し，科
学的な考え方の基礎 ･ 基本を学年を追って養えるようにしました。また，環境や国際性に加え，我が国独自の技術やものづ
くりなど，これからの社会との関連性をにらんだ内容を積極的に取り上げて，「知識は活かせる」ことに気づかせ，自分たち
が学んだ理科は確かに目の前の世界につながり，役に立っているということを強く印象づけるようにしました。
　日々の学習にあたっては，子どもたちが自分の経験や既習事項を手掛かりに，自分なりに考えて学習に入っていき，学んだ
ことを家庭や社会で再確認していく。その積み重ねを実感しながら，自信を持って学力を伸ばしていってほしいと考えています。
今回，新しく設けた別冊「わくわく理科プラス」では，学習のはじめと終わりに，子どもたちが自分の考えを書き込めるよう
にしています。そして，学習前の自分と学習後の自分を比べれば，自身の成長を実感することが
できるはずです。さらに，別冊「わくわく理科プラス」には，書くことによって思考を整理し，
発信力を高める機能もあります。これまでにない「読み，書き，発信する教科書」として，
科学リテラシー教育を担いたいと考えています。
　今回の理科教科書には，子どもたちが小学校の 4 年間で大きく成長し，科学的な思考力
を育て，未来を築くための力をつけることができるよう工夫を凝らしていますので，是非，
多くの子どもたちに使ってほしいと願っています。　 編集委員長

石浦 章一  東京大学教授

すべての子どもたちの学習を支援し，確かな学力の定着と向上を
ねらいとした，指導しやすい教科書を創りたいと考えております。
科学技術の発展に寄与する教科としての特性をふまえ，次世代を
担う子どもたちが社会を生き抜く力を培うことができるように，
「子どもの主体的な学びを支援する」というコンセプトのもとで，
３つの編集基本方針を設定しました。

編集の基本方針
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わくわく 理科 1

教科書本冊と教科書別冊「わくわく理科プラス」の各学年
２冊構成とし，書くことを通して言語力・表現力を養い，
子どもたちが主体的に自らの学びを進めるとともに，単元
の学習が終わるたびに，自分の成長を実感できるように構
成しています。
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教 科 書 の 構 成

教科書別冊「わくわく理科プラス」教科書本冊



教科書本冊では，導入から問題を引き出し，見通しをもっ
て観察・実験を進めて，その結果から考察する問題解決の
流れを丁寧に展開しています。
教科書別冊「わくわく理科プラス」では，単元導入の問題
づくりの場面と，単元末の活用の場面をサポートします。

単元導入
ダイナミックな写真と

「わくわく理科プラス」を
活用することで，導入
活動をより充実させます

（→ p.4-7）。

問題の発見，予想・計画
導入から引き出された問題に
対し，適宜「話し合い」を設
けて，予想・計画場面での言
語活動をより充実させます。

観察・実験
手順を丁寧に示し，
見通しをもった
活動ができます

（→ p.12）。

結果，考察・結論
結果と考察を区別して，
考察の本文に太字・青下
線を施すことで，学習内
容をより明確に確認でき
ます（→ p.8）。

教科書本冊

※１時間（本冊と共通）

※１時間

教 科 書 の 構 成

単元内の構成

わくわく 理科2

わくわく理科プラス

　　　　　　　　  は，
単元の学習の「はじめ」と

「終わり」に特化した構成で，
教科書本冊と完全にリンク
しています。



教科書全体の構成

巻頭
科 学 的 な 写 真 ･
視点から各学年の
内容に誘います。

学習の進め方
問題解決の流れを
明確に示していま
す ( → p.16)。

単元の
学習

科学の目で見て
みよう！
科学的な考え方のポイ
ントを示しています
( → p.16)。

ものづくり広場
学習内容を生かした
ものづくりの手順を
丁寧に示しています 
( → p.13)。

算数のまど
算数科の学習内容
との関連を示して
います ( → p.22)。

補充活動，読物
適宜 ｢やってみよう｣ や
｢理科の広場｣ を設け，
観察 ･ 実験の補充活動を
充実させます（→ p.12）。

まとめよう
問題を引用しつつ，
単元全体をふり返り，
学習内容を整理でき
ます（→ p.8）。

ひろげよう
実社会と関連する内容
をビジュアルな紙面
で紹介し，理科の有
用性を実感できます

（→ p.18）。

たしかめよう，力だめし
｢力だめし」では，「わくわく理科
プラス」も活用することで，思考
力 ･ 表現力を問う問題に主体的に
取り組めます ( → p.9-11)。

※１時間（本冊と共通）

※１時間※6〜8時間

わくわく 理科 3
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学習意欲の向上

ダイナミックな単元導入

ポイント1

導入写真をダイナミックにレイアウトすることで，

学習への関心・意欲をかき立て，単元導入の授業で

の活用度を高めるようにしています。

「学習のめあて」を示し，見通し

をもって学習に入ることができる

ようにしています。

別冊「わくわく理科プラス」が，

単元導入の授業をサポートし

ます（→ p.6-7）。



わくわく 理科 5

▲ 3 年 　　  p.110-111本冊

▲ 4 年 　　  p.144-145本冊

▲ 5 年 　　  p.70-71本冊

▼ 6 年 　　  p.42-43本冊

単元導入では，適宜「話し合い」

を設け，導入活動をスムーズに

進められるようにしています。

  学習意欲，学習の見通し，言語活動，特別支援教育キーワード
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▲ 3 年 　　  p.84-85本冊

既習内容の確認

学習意欲の向上ポイント1

別冊「わくわく理科プラス」の「学習のはじめに」

では，子どもたちが自ら書き込んで表現する活動を

通して，学習意欲がより高まるようにしています。

「思い出してみよう」では，

単元毎に既習事項や日常経験を

確認できるようにしています。

◦単元導入の授業で使います。
◦既習事項や日常経験を確認することができます。
◦�導入活動（問題づくり）の話し合いをスムーズ　
に進めることができます。
◦単元導入の予習など，授業だけでなく家庭学習
　にも活用できます。

 別冊の 「学習のはじめに」 活用法！



わくわく 理科 7

▼ 3 年 　　  p.22-23別冊

指導書で「わくわく理科プラス」

の内容について，完全サポート

します（→ p.54-55）。

導入活動の充実

  思考力 ･ 判断力 ･ 表現力，言語活動，既習内容の確認，系統性，家庭学習キーワード

「考えてみよう」では，教科書本冊の導入写真を再掲載し，

自分の気づきや疑問を書き込むことで，導入活動の話し合い

を充実させ，観察・実験へ向けた主体的な言語活動ができる

よう工夫しています。
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基礎学力の定着・応用力の育成

基礎学力の定着

ポイント2

観察 ･ 実験後のまとめの場面では，結果と考察（結果

からわかること）をしっかり区別して示しています。

単元末に「まとめよう」を設け，

問題の文を引用しながら整理して，

学習内容をまとめる習慣づけがで

きるようにしています。

「やってみよう」を設け，

観察 ･ 実験の確認，補充

の活動ができるようにし

ています。

考察（結果からわかること）について

は，太字で青下線付きの本文で示し，

おさえるべき基本的な内容を明確に示

しています。

▲ 5 年 　　  p.126本冊

▲ 4 年 　　  p.93本冊



わくわく 理科 9

応用力の育成
単元末に「たしかめよう」を設け，

学習した基礎 ･ 基本が着実に身に

つくようにしています。

単元末の「力だめし」では，日常生活

と関連する問題や，科学的用語を

使って説明する問題などを扱い，

基礎 ･ 基本を応用する力を養える

ようにしています。

別冊「わくわく理科プラス」が，

単元末の「力だめし」をサポート

します（→ p.10-11）。

▲ 4 年 　　  p.158本冊

「新しく学習した言葉」で，

学習した科学的用語が確認

できるようにしています。

  基礎学力，応用力，思考力 ･ 判断力 ･ 表現力，科学的用語，科学的思考力，問題解決能力キーワード
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▲ 6 年 　　  p.156本冊

応用力の育成

基礎学力の定着・応用力の育成ポイント2

▲ 6 年 　　  p.32-33別冊

別冊「わくわく理科プラス」の「学習の終わりに」では，

子どもたちが自ら書き込んで表現する活動を通して応用力

を養い，学習後の自己変容を実感できるようにしています。

◦単元末の授業で使います。
◦�教科書本冊の「力だめし」の問題に主体的に取り
組むことができます。
◦�学習の感想をかくことで，単元全体をふり返るこ
とができます。
◦授業だけでなく，家庭学習にも活用できます。

 別冊の 「学習の終わりに」 活用法！



わくわく 理科 11

成長の実感

指導書で「わくわく理科プラス」

の内容について，完全サポート

します（→ p.54-55）。

「力だめしにチャレンジしよう」では，教科書本冊の「力だめし」

を再掲載し，スモールステップのヒントを新たに設けることで，

主体的に取り組めるようにしています。

「学習の感想をかこう」では，単元

全体をふり返り，自身の成長を実感

できるようにしています。

  基礎学力，応用力，思考力 ･ 判断力 ･ 表現力，言語活動，科学的思考力，家庭学習キーワード
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学習支援ポイント3

観察・実験活動の充実

単元内に適宜「やってみよう」を設け，観察・

実験の内容を確認したり，補充したりする活動

を充実させています。

▲ 4 年 　　  p.116-117本冊

▲ 6 年 　　  p.48本冊

4 年 　　  p.136 ▶︎本冊 ▲ 5 年 　　  p.126本冊

観察・実験では，「用意するもの」コーナーを設けたり，

手順をより丁寧に示したりして，見通しをもって活動に

取り組めるようにしています。



わくわく 理科 13

技能の定着

ものづくり活動の充実 4-6 年の巻末に「つくってみよう ものづくり広場」

を設け，学習内容を生かしたものづくり活動について，

写真やイラストで丁寧に手順を示しています。

▲ 3 年 　　  p.89本冊

▼ 4 年 　　  p.12別冊

▲ 6 年 　　  p.188-189本冊

単元内に適宜「使い方」コーナーを設け，実験器具の扱い方を丁寧に示しています。

また，別冊「わくわく理科プラス」でも，器具の使い方を確認する場面を設けるなど

して，観察・実験の技能面の習熟を図れるようにしています。

  観察 ･ 実験の充実，実験技能，学習の見通し，問題解決能力，ものづくりキーワード
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安全のために，特に注意する。

安全眼
めがね

鏡をかける。

まどを開けたり，かん気せん
を回す。

実験で出た液は，先生に聞い
てしょりする。

火を近づけない。

はものやガラスなどでのけが
に気をつける。

やけどに気をつける。

強い光で目をいためないよう
にする。

強い電気に気をつける。

学習支援ポイント3

安全配慮の徹底
加熱器具を使い始める４年と薬品を使う６年に，「みんなで使う理科

室」単元を設け，理科室で守るべき約束事とともに，実験器具や薬品

の使い方を詳しく紹介し，安全上の留意点を丁寧に示しています。

▲ 6 年 　　  p.78-79本冊

5 年 　　  p.3 ▼本冊

▲ 3 年 　　  切り取り教具本冊

 　　の注意マーク文のほかに，「安全眼鏡」

「換気」などの共通マークを設けて，安全

のための配慮を徹底しています。

野外観察の際の注意

事項についても，丁

寧に示しています。
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特別支援教育

色覚特性への配慮

3 年 　　  p.131 ▶本冊

▲ 6 年 　　  p.46本冊 ▲ 6 年 　　  p.86本冊

判型を AB 判に変更することで，余裕の

ある非常に見やすい紙面レイアウトを実現

しています。

問題の文やキャラクターのセリフは意味改行し，

観察・実験の手順を示す文を矢印で結ぶなど，

特別支援教育の専門家である柘植雅義先生監修

のもと，すべての子どもたちが支障なく学習

できるインクルーシブ教育に配慮しています。

染色液の色を青色に変更する，リトマス紙の色の変化を文字で表記す

るなど，色覚の個人差を問わず紙面の内容が判別できるよう，カラー

ユニバーサルデザイン機構監修のもと，配色･表現に配慮しています。

  安全配慮，特別支援教育，色覚特性への配慮，インクルーシブ教育キーワード
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科学的思考力の育成ポイント4

科学的に考える力の育成

問題解決能力の育成

各学年に「科学の目で

見てみよう」を設け，

科学的な考え方のポイ

ントを具体的な研究例

をもとに紹介し , 科学

的な思考力が身につく

ようにしています。

各学年の巻頭に「学習

の進め方」を設け，

具体的な学習に入る

前に，問題解決の流れ

を明確に示しています。

◀︎ 6 年 　　  p.76-77本冊

◀︎ 4 年 　　  p.4-5本冊
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言語活動の充実

観察・実験の予想・計画，考察の場面に，適宜

「話し合い」を設け，具体的な発問も示しつつ，

言語活動の充実が図れるようにしています。

別冊「わくわく理科プラス」では，適宜，学習後

に「もう一度考えよう」を設け，学習前と同じ内容

を問いかけることで，言語活動を通して，学習前後

の自身の成長を実感できるようにしています。

▲︎ 6 年 　　  p.11別冊

▲︎ 5 年 　　  p.35別冊

▲︎ 4 年 　　  p.74本冊

▲︎ 5 年 　　  p.33別冊

別冊「わくわく理科プラス」では，学習前の自分の考

えを書き込むことで，導入の授業における言語活動の

充実が図れるようにしています（→ p.6-7）。

別冊「わくわく理科プラス」は，共通のイラストなど

に自分の考えを書き込むことができますので，協働学

習にも有効にご活用いただけます。

  科学的思考力，問題解決能力，思考力・判断力・表現力，言語活動，協働学習キーワード
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有用性の実感

実社会・実生活との関連

ポイント5

▼ 3 年 　　  p.151本冊

▼4年 　　  p.83本冊

▲ 6 年 　　  p.157本冊

単元末に「ひろげよう」を設け，実社会や実生活と

関連する内容をビジュアルな紙面で扱い，理科を学

ぶ意義や有用性を実感できるようにしています。

▲ 5 年 　　  p.151本冊
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キャリア教育

▲ 6 年 　　  p.112-113本冊

5･6 年の単元末に，適宜「未来へひろがる日本の技術」を設け，

日本の科学技術が実社会・実生活で役立っている話題を詳しく紹

介しています。また，適宜，関連する人物からのメッセージを紹

介し，働くことのすばらしさを実感できるようにしています。

◀ 5 年 　　  
　p.28-29

本冊

  有用性，キャリア教育，道徳教育キーワード



学力向上に
むけての

10の
ポイント
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防災・減災教育，環境教育ポイント6

防災・減災教育

▲ 5 年 　　  p.60-61本冊

6 年 　　  
p.140-141 ▶

本冊

5 年 　　  p.119 ▶本冊

５年「台風」，６年「大地」の学習に関連して「くらしを守る」と

いうコーナーを設け，防災・減災教育の専門家で，減災という考え

方の提唱者である河田惠昭先生監修のもと，災害に対する備えなど

を扱い，防災・減災の意識を高められるようにしています。
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防災・減災教育，環境教育

環境教育（ＥＳＤ）

▲ 3 年 　　  p.70-71本冊

▲ 6 年 　　  p.184-185本冊

▲ 6 年 　　  p.194-195本冊 ▲ 5 年 　　  p.181本冊
単元末の「ひろげよう」（→ p.18）や 5・6

年巻末の「地域資料集」でも，防災や環境に

関する話題を豊富に取り上げています。

▲ 6 年 　　  p.197本冊

  防災 ･ 減災教育，環境教育，実践力，有用性キーワード

単元内の「理科の広場」では，自然を見つめる場面を数多く扱っています。また，

６年「自然とともに生きる」単元では，ESD（持続可能な開発のための教育）の

考え方を紹介し，身のまわりの環境に対し，「わたしたちにできること」を実践

する力が養えるようにしています。



学力向上に
むけての

10の
ポイント
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他教科・中学校との連携

他教科との連携

ポイント7

▲ 4 年 　　  p.182-183本冊

▲ 3 年 　　  p.12別冊

5 年 　　  p.194 ▶本冊

別冊「わくわく理科プラス」では，生活科や前学年までの

理科の内容を確認できるようにしています（→ p.6-7）。

各学年の巻末に「読んで

みよう！理科の本」を設

け，読書を通して学習し

たことを深められるよう

にしています。

各学年の巻末に「算数のまど」を設け，算数科の

内容との関連が意識できるようにしています。

算数

国語

生活科
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小中連携

▲ 6 年 　　  p.70-71本冊

▲ 6 年 　　  p.18本冊

▲ 6 年 　　  p.31本冊

◀ 6 年 　　  p.34本冊

各学年に「学習をつなげよう」を設け，複数の単元で別々に学習し

た内容のつながりを意識できるようにしています。６年では「学習

をつなげよう」や単元内の読物「理科の広場」で発展的な内容を数

多く取り上げ，中学校理科との関連を意識できるようにしています。

  他教科との連携，小中連携，系統性，既習内容の確認キーワード



学力向上に
むけての

10の
ポイント
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家庭・地域との連携

家庭とのつながり

地域とのつながり

ポイント8

▲ 3 年 　　  裏表紙別冊

6 年 　　  

p.192-193 ▶︎

本冊

▼ 5 年 　　  p.178-179本冊

５，６年の巻末に

「地域資料集」を

設け，全国各地の

施設や教材の活用

を促す資料を掲載

するとともに，地

域の人々の知恵や

経験に学ぶことも

紹介しています。

　子どもたちは，1・2年生で学習してきた生活科に続いて，3年生で初め
て理科という教科に出会います。3年生の理科では，子どもたちが身近な自
然とかかわり，共通点や異なる点に目を向けながら観察や実験を行うことに
よって，風・光・電気・磁石・ものの重さなどの性質やはたらき，昆虫・植
物の体やくらし，太陽・地面のようすなどについての考えをもつことを目指
しています。「わくわく理科」では，生活科とのつながりを大切にしながら，
小学生の時期にぜひ体験してほしい自然体験やものづくり体験を充実させて
います。この教科書で学習することで，科学に興味をもち，自然を愛する子
どもたちに成長してほしいと願っています。ぜひ，保護者の方も，子どもた
ちと一緒に理科の楽しさを実感してください。

保護者の方へ

▲︎ 3 年 　　  裏表紙本冊

本冊，別冊の裏表紙に「保護者の方へ」

のメッセージを掲載し，理科の楽しさ

を家庭でも実感していただけるように

するとともに，別冊は家庭学習でも活

用していただけることを示しています

（→ p.6-7，10-13）。
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教育基本法・道徳教育

伝統と文化の尊重

生命尊重

人権配慮

ポイント9

▲ 5 年 　　  p.43本冊

▲ 5 年 　　  p.54-55本冊

◀ 5 年 　　  p.148本冊

▲ 4 年 　　  p.55本冊▲ 3 年 　　  p.23本冊

生命の神秘や環境保護に触れる話題を数

多く取り上げ，生命尊重・生物愛護の意

識を高められるようにしています。

学力向上に
むけての

10の
ポイント

子どものイラストでは，男女の役割を固定せず，互いに協力している

ことを含めて，性別・人種・身体的特徴などに十分配慮しています。

読物「理科の広場」や

巻末「地域資料集」の

中で，昔からの知恵や

工夫を紹介しています

（→ p.24）。



学力向上に
むけての
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全国学力 ･ 学習状況調査の結果を分析して，

あらためて，問題解決のプロセスを丁寧に扱

うこと，見通しをもって観察 ･ 実験活動に取

り組むこと，さらには単元間や学年間の内容

の系統性や，実生活との関連などを大切にし，

子どもたちが意欲的に学習を進められるよう

にしています（→ p.4-25）。

学力調査問題の分析と対応ポイント10

全国学力 ･学習状況調査結果で
示された課題への対応

教科書別冊「わくわく理科プラス」を新設し

て各学年とも「本冊＋別冊」構成とし，全国

学力 ･ 学習状況調査の無回答率の高さなどが

懸念される現況において，「書く」ことを通

し言語力 ･ 表現力を養い，子どもたちが主体

的に自らの学びを進められるようにしていま

す（→ p.6-7，10-11）。

単元末の「力だめし」では，思考力を問う様々

な内容を掲載しています（→ p.9-11）。

日常経験と学習内容とを結びつけて考える問

題についても扱っています。

確かな観察 ･ 実験活動をしてきたかを問う内

容や，実生活との関連を問う内容についても

扱っています。

▲︎ 3 年 　　  表紙別冊

▲︎ 5 年 　　  p.80本冊▲ 4 年 　　  p.120本冊

▲︎ 3 年 　　  表紙本冊
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別冊「わくわく理科プラス」の

巻末に「学年末問題」を設け，

学習した内容をさまざまな形で

提示して，総合的な読解力が身

につくようにしています。

自分と他者を比較するなどし

て，提示された事柄から必要な

情報を取り出して考える内容に

ついても扱っています。

他学年で学習したこととの関連

を問う内容についても扱ってい

ます。

提示された内容の問題点に着目

し，解決策を考える力を問う内

容についても扱っています。

◀︎ 5 年 　　  p.42別冊

◀︎ 4 年 　　  p.46別冊

◀︎ 5 年 　　  p.44別冊

  学習意欲，思考力 ･ 判断力 ･ 表現力，応用力，問題解決能力，系統性，家庭学習キーワード



わくわく 理科28

各学年の特色

はじめての理科。比較し，共通点や差異を
見つける力が身につくようにしました。

3年

科学的な見方の第一歩。

比較する視点などを分かり

やすく示しています。

比べるときに大事になる，

記録のしかたも丁寧に

扱っています。

3 年 　　  p.9本冊

3 年 　　  p.11本冊

異なる素材のおもりの重さを比較し，

言葉や表，グラフにまとめることで，

科学的に考える力が育ちます。

3 年 　　  p.147，148本冊
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３年　年間計画 配当時数 栽培・飼育計画

３年の「観察・実験」で
使用する主な器材

●�学習指導要領B（２）「自然の観察」の
内容は，春だけでなく，昆虫が多く見ら　
れる夏にも「○こん虫のかんさつ」で扱
いました。

・虫眼鏡　・送風機　・遮光板
・方位磁針　・温度計　・乾電池（単 1形）
・豆電球　・導線つきソケット
・磁石　・簡易てんびん
・台ばかり　・同じ体積の素材

ホウセンカ
（マリーゴールド，
ヒマワリ）

たねまき

卵・幼虫・さなぎ
チョウの観察
羽化

植え替え

植物の育ちや
体のつくりの
観察

さき終わった
花や実の観察

開花

たねとり

モンシロチョウ
（アゲハ）

●�「４．風やゴムのはたらき」は，屋外で
　生物の観察がしにくい梅雨の時期に，
　室内で活動できるように設定しました。

●�「○学習をつなげよう」では，金属と，
　電気や磁石との関係をわかりやすくま
　とめ，別々に学習した内容のつながり
　を意識できるようにしました。

●�「９．ものと重さ」は，算数での「重さ」
の学習より後に実施できるように配当し
ました。

4 月 しぜんを見つめる 1 (1)
(7.5) しぜんのかんさつ (1)

1. 身近なしぜんのかんさつ
4 (4)

5 月

植物を調べよう (1)
2. たねをまこう

4 (4)

(7.5) 3. チョウを育てよう 8 (9)

6 月

植物を調べよう (2)
○ 植物の育ちとつくり

3 (4)

4. 風やゴムのはたらき 8 (9)

7 月
(7)

自由研究
○ 出かけよう  しぜんの中へ
　・科学の目で見てみよう

2 (3)

9 月
(7.5)

しぜんのかんさつ (2)
○ こん虫のかんさつ

4 (5)

植物を調べよう (3)
○ 植物の一生

3 (4)
10 月
(10)

5. かげのでき方と太陽の光 8 (9)

11 月
(10)

6. 光のせいしつ 6 (7)

7. 電気で明かりをつけよう 6 (7)
12 月
(6.5)

1 月
(7.5)

8. じしゃくのふしぎ 10 (11)

2 月
(10)

○ 学習をつなげよう !　金ぞく 1 (1)
9. ものと重さ 7 (8)

3 月
(6.5)

○ おもちゃランドへようこそ 3 (4)

合計 78(90) 時間
(　　) 内はゆとりを含む時数
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各学年の特色

変化に着目し，その要因を関係付けながら
調べていく力が身につくようにしました。

4年

　　　　　　　　　　　　

キャラクターの吹き出しで

も，関係付けを意識できる

ようにしています。

1 年間の生き物の観察記録につい

て，季節変化との関係をわかりやす

く示しています。

結果では，変化とその要

因の関係性が分かりやす

いよう，表やグラフを

使ってまとめています。

4 年 　　  p.110本冊
4 年 　　  p.148本冊

4 年 　　  p.172 〜 173本冊

4 年 　　  p.176本冊

別々の単元で学習した内容について，比べたり，

関係付けて考えることができるようにしています。
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4 年　年間計画 配当時数 栽培・飼育計画

4年の「観察・実験」で
使用する主な器材

●�「２．天気と１日の気温」は，「１．春
の生き物」と関係付けて扱うことができ
るように，連続して配列しました。また，
　算数の「折れ線グラフ」の学習時期を考
　慮し，配当しました。

・虫眼鏡　・乾電池（単 3形）
・豆電球　・導線つきソケット　・モーター　
・検流計　・光電池　・発光ダイオード
・星座早見　・注射器　・骨格模型　・実
験用ガスコンロ（またはアルコールラン
プ，ガスバーナー）　・丸底フラスコ　・
ガラス管つきゴム栓　・金属球熱膨張実験
器　・試験管ばさみ　・フレキシブルスタ
ンド　・示温テープ　・沸騰石　
・電熱器　・スタンド

ヒョウタン

たねまき

植え替え

春の生き物の
観察

夏の生き物の
観察

秋の生き物の
観察

冬の生き物の
観察

開花

たねとり
かれ始める

ツルレイシ

●�夏休み前に星を扱う副単元「○夏の夜
　空」を設定し，校外学習や家庭学習の
　機会を生かせるようにしました。

●�「９．水のすがた」「１０．水のゆくえ」は，
　Ａ・Ｂ区分に分けつつ隣接させ，系統立て，
　関連付けて理解できるようにしました。

●�「○学習をつなげよう」では，固体，液
　体，気体の性質をまとめ，複数の単元で
　別々に学習した内容のつながりを意識で
　きるようにしました。

たねまき

植え替え

開花

たねとり
かれ始める

4 月 自然にせまる 1 (1)
(9) 季節と生き物 (1)

1. 春の生き物
8 (9)

5 月
(9) 2. 天気と 1 日の気温 6 (7)

3. 電気のはたらき 10 (12)
6 月
(12)

季節と生き物 (2)
○ 夏の生き物

3 (4)

7 月
(7)

空を見上げると (1)
○ 夏の夜空

2 (3)

自由研究
○ 出かけよう  科学の世界へ
　・科学の目で見てみよう

2 (3)

9 月
(9)

空を見上げると (2)
4. 月や星

6 (7)

10 月
(12)

5. とじこめた空気や水 6 (7)

6. ヒトの体のつくりと運動 5 (6)

11 月
(12) 季節と生き物 (3)

○ 秋の生き物
3 (4)

○ みんなで使う理科室
　～実験器具を正しく使おう～

3 (3)

温度とものの変化 (1)
7. ものの温度と体積

8 (9)

12 月
(5)

1 月
(9)

空を見上げると (3)
○ 冬の夜空

2 (2)

季節と生き物 (4)
○ 冬の生き物

3 (3)

温度とものの変化 (2)
８．もののあたたまり方

7 (8)

2 月
(12)

温度とものの変化 (3)
９．水のすがた

7 (8)

3 月
(9)

10．水のゆくえ 5 (6)

○ 学習をつなげよう !
　 もののすがたとせいしつ

1 (1)

季節と生き物 (5)
○ 生き物の１年間

2 (2)

合計 90(105) 時間
(　　) 内はゆとりを含む時数
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各学年の特色

条件に目を向けながら，計画を立てる力が
身につくようにしました。

5年

予想や計画の場面では，条件を

整理するだけでなく，条件を同

じにするときの留意点にも考え

が及ぶようにしています。

観察や実験の場面においても，条件

を整理しながら学習を進められるよ

うにしています。

繰り返して学習することで，

条件制御の考え方が定着する

ように工夫しています。

5 年 　　  p.13本冊

5 年 　　  p.28別冊

5 年 　　  p.124 〜 125本冊

条件の制御に着目するよう，共

通のデザインを用いています。

結果は表などに整理してわかり

やすく記録しています。

5 年 　　  p.164本冊
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5 年　年間計画 配当時数 栽培・飼育計画

5年の「観察・実験」で
使用する主な器材

●�「２．メダカのたんじょう」と「３．ヒ
トのたんじょう」は，関連付けて学習で
きるように，連続して配列しました。ま
た，その直後に「○学習をつなげよう」
を設定し，動物のたんじょうについて，
より理解が深まるように工夫しました。

・虫眼鏡　・バーミキュライト　・ヨウ素
液　・解剖顕微鏡　・目の細かい網　
・スタンド　・アクリルパイプ（50 〜
100cm）　・食塩　・ミョウバン
・ふたつき容器　・電子てんびん　・メス
シリンダー　・ろうと　・ろうと台
・ろ紙　・スポイト　・実験用ガスコンロ
・安全眼鏡　・蒸発皿　・乾電池（単 1形）　
・電源装置　・電流計

ヘチマ ヒメダカ

●�夏休み前に「○台風と気象情報」，　「○　
気象災害からくらしを守る」を設定し，
防災への意識を高め，夏休みや校外学習
の機会に生かせるようにしました。

●�「４．花から実へ」を９月に設定し，主
　教材をこの時期の受粉実験に適した
　ヘチマに変更しました。

●�「７．ふりこのきまり」は，算数での「平
　均」の学習時期や，Ａ区分の顕著な条件
　制御の例であることを考慮し，配当しま
　した。

たねまき

飼育
産卵
メダカのたまご
の育ちの観察
ふ化

植え替え

植物の育ちや
体のつくりの
観察

花のつくりの
観察
受粉と実ので
き方の実験

開花

たねとり

4 月 自然を読みとく 1 (1)
(9) 受けつがれる生命 (1)

◯ 花のつくり
2 (2)

受けつがれる生命 (2)
1. 植物の発芽と成長

11 (12)

5 月
(9)

受けつがれる生命 (3)
2. メダカのたんじょう

9 (10)

6 月
(12)

受けつがれる生命 (4)
3. ヒトのたんじょう

6 (7)

7 月
(7)

○ 学習をつなげよう !　
　 いろいろな動物のたんじょう

1 (1)

天気の変化 (1)
○ 台風と気象情報

2 (2)

○ 気象災害からくらしを守る 1 (1)

9 月
(9)

自由研究
○ 広げよう 科学の世界を
　・科学の目で見てみよう

2 (3)

受けつがれる生命 (5)
4. 花から実へ

9 (10)

10 月
(12)

天気の変化 (2)
5. 雲と天気の変化

7 (8)

6. 流れる水のはたらき 11 (12)
11 月
(12)

7. ふりこのきまり 6 (7)
12 月
(6)

1 月
(9)

8. もののとけ方 13 (15)

2 月
(12)

9. 電磁石のはたらき 12 (14)

3 月
(8)

合計 93(105) 時間
(　　) 内はゆとりを含む時数
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各学年の特色

中学校への橋渡し。
要因や規則性を，推論しながら調べていく力が身につく
ようにしました。

6年

これまでに培ってきた，「比べる」，

「関係付ける」，「条件を制御する」

能力を土台としながら，「推論する」

力が身につくようにしています。

実験で得られた結果をもと

に，実験前の予想も振り返り

ながら推論し，自分なりの考

えを図や文を使って表す展開

にしました。

6 年 　　  p.146 〜 148本冊

6 年 　　  p.92，94本冊
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6 年　年間計画 配当時数 栽培・飼育計画

6年の「観察・実験」で
使用する主な器材

●�「３．植物のつくりとはたらき」は，
　植物と空気の実験の際に，ヒトの呼気に
　二酸化炭素が含まれていることが既習
　事項として扱えるように配列しました。

・集気瓶　・石灰水　・気体検知管
・スポイト　・ヨウ素液　・顕微鏡
・虫眼鏡　・三角フラスコ　・切り花用染
色液　・炭酸水　・薄い塩酸　・薄い水酸
化ナトリウム水溶液　・安全眼鏡　・駒込
ピペット　・リトマス紙　・ガラス管つき
ゴム栓　・実験用ガスコンロ　・蒸発皿
・スタンド　・双眼実体顕微鏡　・てこ実
験器　・手回し発電機　・モーター
・コンデンサー　・電源装置　・電熱線

ホウセンカ ジャガイモ

●�「○学習をつなげよう」では，これまで
　別々に学習してきた内容を，空気の循
　環とエネルギーという視点で整理し，
　より理解が深まるようにしました。

●�「５．水よう液の性質」の直前に，「○
　みんなで使う理科室～薬品や器具を
　正しく使おう～」を設定し，安全指導が
　効果的に行えるようにしました。

●�「８．てこのはたらき」は，算数の「反
　比例」の学習時期を考慮し，配当しま
　した。

たねまき 芽かき
（※植えつけは
3月上旬）

植え替え
土寄せ

吸水の観察
蒸散の実験 光合成の実験

開花

収穫

たねとり

4 月
(9)

自然とともに生きる 2 (2)

1. ものが燃えるとき 8 (9)

5 月
(9)

2. ヒトや動物の体 9 (10)

6 月
(12)

3. 植物のつくりとはたらき 7 (8)

わたしたちの地球 (1) 5 (6)
7 月
(7)

4. 生物どうしのつながり

○ 学習をつなげよう !　
　 空気のじゅんかんと
　 エネルギー

1 (1)

自由研究
○ 広げよう 科学の世界を
　・科学の目で見てみよう

2 (3)
9 月
(9)

○ みんなで使う理科室
　～薬品や器具を正しく使おう～

2 (2)

5. 水よう液の性質 10 (11)

10 月
(12)

6. 月と太陽 6 (7)

11 月
(12) 7. 大地のつくりと変化 15 (16)

12 月
(6)

○ 地震や火山活動から
　 くらしを守る

1 (1)

1 月
(9)

8. てこのはたらき 9 (10)

2 月
(12) 9. 発電と電気の利用 11 (12)

3 月
(8) わたしたちの地球 (2)

10．自然とともに生きる
5 (7)

合計 93(105) 時間
(　　) 内はゆとりを含む時数
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小中理科系統一覧表（Ａ区分／第１分野）

3年
4. 風やゴムのはたらき
・風のはたらき
・ゴムのはたらき

4年
○みんなで使う理科室
7. ものの温度と体積
8. もののあたたまり方
9. 水のすがた
・温度と体積の変化
・温まり方の違い
・水の三態変化

4年
3. 電気のはたらき
・乾電池の数とつなぎ方
・光電池のはたらき

4年
5. とじこめた空気や水
・空気の圧縮
・水の圧縮

3年
7. 電気で明かりをつけよう
・電気を通すつなぎ方
・電気を通す物

8. じしゃくのふしぎ
○おもちゃランドへようこそ
・磁石に引きつけられる物
・異極と同極

3年
9. ものと重さ
・形と重さ
・体積と重さ

◦小学校理科◦生活科

「5. かげのでき方と太陽の光」 より

「7. ものの温度と体積」 へ

「9. 水のすがた」 より
「10. 水のゆくえ」 へ

温度とものの変化

お
も
ち
ゃ
づ
く
り

（
つ
く
ろ
う　

あ
そ
ぼ
う　

く
ふ
う
し
よ
う
）

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒 

子

3年
6. 光のせいしつ
・光の反射・集光
・光の当て方と明るさや暖かさ

3年 4年
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（1） 身近な物理現象 （第１学年で扱う）
ア　光と音
　　・光の反射・屈折
　　・凸レンズの働き
　　・音の性質
イ 　力と圧力
　　・力の働き
　　・圧力

（3） 電流とその利用 （第２学年で扱う）
ア　電流
　　・回路と電流・電圧
　　・電流・電圧と抵抗
　　・電気とそのエネルギー
　　・静電気と電流
イ　電流と磁界
　　・電流がつくる磁界
　　・磁界中の電流が受ける力
　　・電磁誘導と発電

（5） 運動とエネルギー （第３学年で扱う）
ア　運動の規則性
　　・力のつり合い
　　・運動の速さと向き
　　・力と運動
イ　力学的エネルギー
　　・仕事とエネルギー
　　・力学的エネルギーの保存

（7） 科学技術と人間 （第３学年で扱う）
ア　エネルギー
　　・様々なエネルギーとその変換
　　・エネルギー資源
イ　科学技術の発展
　　・科学技術の発展
ウ　自然環境の保全と科学技術の利用
　　・自然環境の保全と科学技術の利用
　　　（第２分野と共通）

（2） 身の回りの物質 （第１学年で扱う）
ア　物質のすがた
　　・身の回りの物質とその性質
　　・気体の発生と性質
イ　水溶液
　　・物質の溶解
　　・溶解度と再結晶
ウ　状態変化
　　・状態変化と熱
　　・物質の融点と沸点

（4） 化学変化と原子・分子 （第２学年で扱う）
ア　物質の成り立ち
　　・物質の分解
　　・原子・分子
イ　化学変化
　　・化合
　　・酸化と還元
　　・化学変化と熱
ウ　化学変化と物質の質量
　　・化学変化と質量の保存
　　・質量変化の規則性

（6） 化学変化とイオン （第３学年で扱う）
ア　水溶液とイオン
　　・水溶液の電気伝導性
　　・原子の成り立ちとイオン
　　・化学変化と電池
イ　酸・アルカリとイオン
　　・酸・アルカリ
　　・中和と塩

5年
7. ふりこのきまり
・振り子の運動

5年
9. 電磁石のはたらき
・鉄心の磁化，極の変化
・電磁石の強さ

5年
8. もののとけ方
・物が水に溶ける量の限度
・物が水に溶ける量の変化
・重さの保存

6年
9. 発電と電気の利用
・発電・蓄電
・電気の変換
・電気による発熱
・電気の利用

◦中学校理科

2, 3, 4 単元へ

6年
8. てこのはたらき
・てこのつり合いと重さ
・てこのつり合いの規則性
・てこの利用

6年
1. ものが燃えるとき
・燃焼の仕組み

6年
○みんなで使う理科室
5. 水よう液の性質
・酸性，アルカリ性，中性
・気体が溶けている水溶液
・金属を変化させる水溶液

5年 6年
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小中理科系統一覧表（B 区分／第 2 分野）

4年
○夏の夜空
4. 月や星
○冬の夜空
・月の形と動き
・星の明るさ，色
・星の動き

4年
2. 天気と１日の気温
10. 水のゆくえ
・天気による1日の気温の変化
・水の自然蒸発と結露

3年
3. チョウを育てよう
○こん虫のかんさつ
・昆虫の成長と体のつくり

4年
6. ヒトの体のつくりと運動
・骨と筋肉
・骨と筋肉のはたらき

3年
1. 身近なしぜんのかんさつ
・身の回りの生物の様子
・身の回りの生物と環境とのかかわり

3年
5. かげのでき方と太陽の光
・日陰の位置と太陽の動き
・地面の暖かさや湿り気の違い

◦小学校理科◦生活科

植物を調べよう 季節と生き物

しぜんのかんさつ （1） 

「9. 水のすがた」 より
「10. 水のゆくえ」 へ

「6. 光のせいしつ」 へ

夜空を見よう

栽
培
活
動

（
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と
つ
ぶ
の  

た
ね
か
ら
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お
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し
い  
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さ
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ど
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の
か
か
わ
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（
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み
ん
な
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で
か
け
よ
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か
ん
じ
よ
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か
ん
さ
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し
よ
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ど
）

影
踏
み
遊
び
・
影
絵
遊
び

（
む
か
し
の  

あ
そ
び
）

飼
育
活
動

（
生
き
も
の
と  

な
か
よ
し
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み
ん
な  

生
き
て  

い
る
）

生 

命

地 

球

3年 4年

4年
1. 春の生き物
○夏の生き物
○秋の生き物
○冬の生き物
○生き物の１年間
・動物の活動と季節
・植物の成長と季節

3年
2. たねをまこう
○植物の育ちとつくり
○植物の一生
・植物の成長と体のつくり
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（1） 植物の生活と種類 （第１学年で扱う）
ア　生物の観察
　　・生物の観察
イ　植物の体のつくりと働き
　　・花のつくりと働き
　　・葉・茎・根のつくりと働き
ウ　植物の仲間
　　・種子植物の仲間
　　・種子をつくらない植物の仲間

（3） 動物の生活と生物の変遷 （第２学年で扱う）
ア　生物と細胞
　　・生物と細胞
イ　動物の体のつくりと働き
　　・生命を維持する働き
　　・刺激と反応
ウ　動物の仲間
　　・脊椎動物の仲間
　　・無脊椎動物の仲間
エ　生物の変遷と進化
　　・生物の変遷と進化

（5） 生命の連続性 （第３学年で扱う）
ア　生物の成長と殖え方
　　・細胞分裂と生物の成長
　　・生物の殖え方
イ　遺伝の規則性と遺伝子
　　・遺伝の規則性と遺伝子

（7） 自然と人間 （第３学年で扱う）
ア　生物と環境
　　・自然界のつり合い
　　・自然環境の調査と環境保全
イ　自然の恵みと災害
　　・自然の恵みと災害
ウ　自然環境の保全と科学技術の利用
　　・自然環境の保全と科学技術の利用
　　　（第１分野と共通）

（2） 大地の成り立ちと変化 （第２学年で扱う）
ア　火山と地震
　　・火山活動と火成岩
　　・地震の伝わり方と地球内部の働き
イ　地層の重なりと過去の様子
　　・地層の重なりと過去の様子

（4） 気象とその変化 （第２学年で扱う）
ア　気象観測
　　・気象観測
イ　天気の変化
　　・霧や雲の発生
　　・前線の通過と天気の変化
ウ　日本の気象
　　・日本の天気の特徴
　　・大気の動きと海洋の影響

（6） 地球と宇宙 （第３学年で扱う）
ア　天体の動きと地球の自転・公転
　　・日周運動と自転
　　・年周運動と公転
イ　太陽系と恒星
　　・太陽の様子
　　・月の運動と見え方
　　・惑星と恒星

5年
6. 流れる水のはたらき
・流れる水のはたらき
・川の上流・下流と川原の石
・雨の降り方と増水

6年
4. 生物どうしのつながり
10. 自然とともに生きる
・生物と水，空気とのかかわり
・食べ物による生物の関係

◦中学校理科

受けつがれる生命 （1） （2） （5）

5年
2. メダカのたんじょう
・卵の中の成長
・水中の小さな生物

受けつがれる生命 （3） 

5年
3. ヒトのたんじょう
・母体内の成長

受けつがれる生命 （4） 

わたしたちの地球

「4. 生物どうしのつながり」 へ

天気の変化

5年 6年

6年
3. 植物のつくりとはたらき
・でんぷんのでき方
・水の通り道

6年
7. 大地のつくりと変化
○地震や火山活動からくらしを　
　守る
・土地の構成物と地層の広がり
・地層のでき方と化石
・火山の噴火や地震による
　土地の変化

6年
6. 月と太陽
・月の位置や形と太陽の位置
・月の表面の様子

5年
○台風と気象情報
○気象災害からくらしを守る
5. 雲と天気の変化
・雲と天気の変化
・天気の変化の予想

5年
○花のつくり
1. 植物の発芽と成長
4. 花から実へ
・種子の中の養分
・発芽の条件　・成長の条件
・植物の受粉，結実

「1. ものが燃えるとき」 より
2, 3, 4 単元へ

6年
2. ヒトや動物の体
・呼吸　・消化・吸収
・血液循環　・主な臓器の存在
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わくわく理科　観点別特色一覧表

① 教育基本法第２条
観 点 啓林館の特色 具体例

第
１
号

幅広い知識と教養を身に付け，
真理を求める態度を養い，豊か
な情操と道徳心を培うととも
に，健やかな身体を養うこと。

・「科学の目で見てみよう」で具体例を示しながら，科学的な見方や考え方を養い，真理を求め
る態度を育むようにしている。

・「自由研究」で発表時の話し方・聞き方を扱い，相手の立場に立って振る舞うことの大切さを
示している。

● 3 年 p.60-61，4 年 p.56-57，5 年 p.68-69，6 年 p.76-77「科学の目で見てみよう」
● 3 年 p.59，4 年 p.55，5 年 p.65，6 年 p.73「自由研究」

第
２
号

個人の価値を尊重して，その能力
を伸ばし，創造性を培い，自主及
び自律の精神を養うとともに，職
業及び生活との関連を重視し，勤
労を重んずる態度を養うこと。

・「やってみよう」や「つくってみよう」で，学習内容の理解をより深める活動を紹介している。
・「ひろげよう」や「未来へひろがる日本の技術」などで，関連する人物からのメッセージを紹介し，

働くことの素晴らしさを感じられるようにしている。

● 3 年 p.51， 4 年 p.136，5 年 p.92　などの「やってみよう」「つくってみよう」
● 3 年 p.151， 4 年 p.121，5 年 p.28-29，6 年 p.41 の「ひろげよう」　など

第
３
号

正義と責任，男女の平等，自
他の敬愛と協力を重んずると
ともに，公共の精神に基づき，
主体的に社会の形成に参画し，
その発展に寄与する態度を養
うこと。

・男女の役割を固定せず，児童一人ひとりが主人公で，互いに協力しながら活動を進めている写
真やイラストを掲載している。

・児童のイラストを描く際には，性別，人種，身体的特徴などに十分配慮している。

● 3 年 p.23，4 年 p.26-27，5 年 p.160，6 年 p.8-9 　など多数
● 3 年 p.155，4 年 p.55，5 年 p.12，6 年 p.47　など

第
４
号

生命を尊び，自然を大切にし，
環境の保全に寄与する態度を養
うこと。　

・「理科の広場」や「ひろげよう」などで，自然の多様性や生命の神秘さに触れ，生命を尊ぶ心
を育てる工夫をしている。

・環境問題に関する話題を紹介している。

● 3 年 p.70-72，4 年 p.99，5 年 p.43，54-55，6 年 p.185　など多数
● 4 年 p.25，39，6 年 p.174-185　など

第
５
号

伝統と文化を尊重し，それらを
はぐくんできた我が国と郷土を
愛するとともに，他国を尊重し，
国際社会の平和と発展に寄与す
る態度を養うこと。

・昔からの知恵や工夫を紹介している。
・他国の歴史的な話題を紹介している。
・「地域資料集」で全国の自然や人々の生活に関する話題を取り上げ，郷土と我が国を愛する心

を育むようにしている。

● 4 年 p.67，5 年 p.116，148
● 3 年 p.52，109
● 5 年 p.176-191，6 年 p.192-207「地域資料集」

１. 学習指導要領の改訂の趣旨が，
　  適切に反映されているか。

■科学的な思考力・判断力・表現力を育成する観点から，観察・実験の結果を整理し考察する過
程を丁寧に扱い，科学的用語を使用して考えたり説明したりする学習活動を充実させている。

● 6 年「5. 水よう液の性質」…実験の結果を，写真や表で丁寧に整理するとともに，結果から考察し，
結論を導く過程を，順を追ってわかりやすく扱っている。

■科学を学ぶことの意義や有用性の実感及び科学への関心を高める観点から，実社会や実生活
との関連を幅広く取り上げている。

●各学年「ひろげよう」，5・6 年「未来へひろがる日本の技術」…各単元の学習内容と関わりが深い事
柄について，ビジュアルな写真で紹介し，関連する人物からの児童へのメッセージも紹介することで，
児童にとって学習内容が身近で興味深く感じられるようにしている。

●各学年「理科の広場」…学習内容に関連する有意義な話題を紹介している。

２. 児童の発達段階に合わせて，
　  理科の各学年の目標と内容が
　  適切に扱われているか。

■各学年の児童の発達段階に合わせて，問題解決学習を進めることができるようにして，「比較」
「関係付け」「条件制御」「推論」といった能力が身に付くように配慮している。

● 3 年「9. ものと重さ」…身の回りのものの重さ比べから導入し，てんびんやはかりによる比較へと進
んで，科学的な視点を無理なく育てるようにしている。

● 4 年「3. 電気のはたらき」…乾電池のつなぎ方の実験結果を表にまとめ，電流の強さとの関係を見出
すことができるようにしている。

● 5 年「1. 植物の発芽と成長」…発芽の条件を整理するだけでなく，条件を制御するときの留意点も考え，
ノートにまとめられるようにしている。

● 6 年「7. 大地のつくりと変化」…直接観察が難しい大地のでき方についても，モデル実験や豊富な資
料を総合して，推論できるようにしている。

② 理科の目標
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観 点 啓林館の特色 具体例

第
１
号

幅広い知識と教養を身に付け，
真理を求める態度を養い，豊か
な情操と道徳心を培うととも
に，健やかな身体を養うこと。

・「科学の目で見てみよう」で具体例を示しながら，科学的な見方や考え方を養い，真理を求め
る態度を育むようにしている。

・「自由研究」で発表時の話し方・聞き方を扱い，相手の立場に立って振る舞うことの大切さを
示している。

● 3 年 p.60-61，4 年 p.56-57，5 年 p.68-69，6 年 p.76-77「科学の目で見てみよう」
● 3 年 p.59，4 年 p.55，5 年 p.65，6 年 p.73「自由研究」

第
２
号

個人の価値を尊重して，その能力
を伸ばし，創造性を培い，自主及
び自律の精神を養うとともに，職
業及び生活との関連を重視し，勤
労を重んずる態度を養うこと。

・「やってみよう」や「つくってみよう」で，学習内容の理解をより深める活動を紹介している。
・「ひろげよう」や「未来へひろがる日本の技術」などで，関連する人物からのメッセージを紹介し，

働くことの素晴らしさを感じられるようにしている。

● 3 年 p.51， 4 年 p.136，5 年 p.92　などの「やってみよう」「つくってみよう」
● 3 年 p.151， 4 年 p.121，5 年 p.28-29，6 年 p.41 の「ひろげよう」　など

第
３
号

正義と責任，男女の平等，自
他の敬愛と協力を重んずると
ともに，公共の精神に基づき，
主体的に社会の形成に参画し，
その発展に寄与する態度を養
うこと。

・男女の役割を固定せず，児童一人ひとりが主人公で，互いに協力しながら活動を進めている写
真やイラストを掲載している。

・児童のイラストを描く際には，性別，人種，身体的特徴などに十分配慮している。

● 3 年 p.23，4 年 p.26-27，5 年 p.160，6 年 p.8-9 　など多数
● 3 年 p.155，4 年 p.55，5 年 p.12，6 年 p.47　など

第
４
号

生命を尊び，自然を大切にし，
環境の保全に寄与する態度を養
うこと。　

・「理科の広場」や「ひろげよう」などで，自然の多様性や生命の神秘さに触れ，生命を尊ぶ心
を育てる工夫をしている。

・環境問題に関する話題を紹介している。

● 3 年 p.70-72，4 年 p.99，5 年 p.43，54-55，6 年 p.185　など多数
● 4 年 p.25，39，6 年 p.174-185　など

第
５
号

伝統と文化を尊重し，それらを
はぐくんできた我が国と郷土を
愛するとともに，他国を尊重し，
国際社会の平和と発展に寄与す
る態度を養うこと。

・昔からの知恵や工夫を紹介している。
・他国の歴史的な話題を紹介している。
・「地域資料集」で全国の自然や人々の生活に関する話題を取り上げ，郷土と我が国を愛する心

を育むようにしている。

● 4 年 p.67，5 年 p.116，148
● 3 年 p.52，109
● 5 年 p.176-191，6 年 p.192-207「地域資料集」

１. 学習指導要領の改訂の趣旨が，
　  適切に反映されているか。

■科学的な思考力・判断力・表現力を育成する観点から，観察・実験の結果を整理し考察する過
程を丁寧に扱い，科学的用語を使用して考えたり説明したりする学習活動を充実させている。

● 6 年「5. 水よう液の性質」…実験の結果を，写真や表で丁寧に整理するとともに，結果から考察し，
結論を導く過程を，順を追ってわかりやすく扱っている。

■科学を学ぶことの意義や有用性の実感及び科学への関心を高める観点から，実社会や実生活
との関連を幅広く取り上げている。

●各学年「ひろげよう」，5・6 年「未来へひろがる日本の技術」…各単元の学習内容と関わりが深い事
柄について，ビジュアルな写真で紹介し，関連する人物からの児童へのメッセージも紹介することで，
児童にとって学習内容が身近で興味深く感じられるようにしている。

●各学年「理科の広場」…学習内容に関連する有意義な話題を紹介している。

２. 児童の発達段階に合わせて，
　  理科の各学年の目標と内容が
　  適切に扱われているか。

■各学年の児童の発達段階に合わせて，問題解決学習を進めることができるようにして，「比較」
「関係付け」「条件制御」「推論」といった能力が身に付くように配慮している。

● 3 年「9. ものと重さ」…身の回りのものの重さ比べから導入し，てんびんやはかりによる比較へと進
んで，科学的な視点を無理なく育てるようにしている。

● 4 年「3. 電気のはたらき」…乾電池のつなぎ方の実験結果を表にまとめ，電流の強さとの関係を見出
すことができるようにしている。

● 5 年「1. 植物の発芽と成長」…発芽の条件を整理するだけでなく，条件を制御するときの留意点も考え，
ノートにまとめられるようにしている。

● 6 年「7. 大地のつくりと変化」…直接観察が難しい大地のでき方についても，モデル実験や豊富な資
料を総合して，推論できるようにしている。

●3年p.60-61
　「科学の目で見てみよう」

●3年p.155
　「おもちゃランドへようこそ」

●6年p.112-113
　「未来へひろがる日本の技術」

●4年p.67「理科の広場」

※この表の Word データを，付録の CD-ROM に収録しています。



わくわく 理科42

観 点 啓林館の特色 具体例
１. 主体的な問題解決学習から，
　  思考力・判断力・表現力を
　  養うように工夫されているか。

■結果と考察の明示，丁寧な本文記述
・混同しがちな「観察・実験の結果」と「その結果からわかること」を区別できるように，観
　点の投げかけと確認の場面で，それぞれロゴを設けて，具体的にわかりやすく明示している。
・本文では，結果から考察への流れを，丁寧な文章でしっかりと記述している。

● 3 年 p.23 以降の各観察・実験
● 6 年「5. 水よう液の性質」　など

■問題解決能力の育成
・ポイントとなる「予想・計画」「考察」の場面では，適宜「話し合い」マークを設け，具体的
　な発問も示している。　
・ 各学年の巻頭に，問題の発見から始まる問題解決の流れ全体を，「学習の進め方」として整理
　し，具体的な学習に入る前に，順を追って丁寧に解説している。

● 3 年 p.118「明かりがつくもの・つかないもの」の考察，
　 4 年 p.74「とじこめた空気をおしたとき」の予想・計画，
　 5 年 p.13「種子が発芽する条件」の計画，
　 6 年 p.104「月の形の見え方と太陽」の考察　など
● 3 年 p.4-5，4 年 p.4-5，5 年 p.4-5，6 年 p.6-7「学習の進め方」

■記録の整理と表現
・観察・実験の結果を表やグラフに整理し，考察・発表する活動を充実させている。
・予想や考察で，自分の考えを図や科学的用語を使って表現する場も設定している。

● 3 年 p.148「同じ体積のものの重さ調べ」の結果の整理
　 4 年 p.20-22「1 日の気温の変化」の記録と整理　など
● 6 年 p.92-94「見えなくなった金属のゆくえ」の予想・計画～考察　など

■コミュニケーション能力の育成
・「力だめし」では，理由を説明する問題や，記述する問題を多く用意している。
・「わくわく理科プラス」の「考えてみよう」はグループ討議で活用できるものであり，児童が
　交流する場面をつくることができる。協働学習にも有効に活用できる。

● 3 年 p.138「8. じしゃくのふしぎ」，
　 4 年 p.158「9. 水のすがた」，
　 5 年 p.52「3. ヒトのたんじょう」　など
●「わくわく理科プラス」各学年「学習のはじめに」

２. 基礎学力の確実な定着と
　  応用力の育成を図るための
　  配慮はされているか。

■復習と確認「思い出してみよう」
・適宜「思い出してみよう」を設け，既習事項を確認できるようにしている。
・各学年に「学習をつなげよう」を設け，複数の単元で別々に学習した内容のつながりを意識

できるようにしている。
・「わくわく理科プラス」の「学習のはじめに」に「思い出してみよう」を設け，学年間・学年

内の既習事項や日常経験を確認した上で学習を始められるようにしている。

● 4 年 p.19 気温，6 年 p.24 でんぷんとヨウ素液 などの確認
● 3 年 p.140-141，4 年 p.172-173，5 年 p.54-55，6 年 p.70-71「学習をつなげよう」
●「わくわく理科プラス」各学年「学習のはじめに」

■単元末のまとめ「まとめよう」
・各単元末には，「まとめよう」を設け，その紙面を参考に自分なりに工夫し，わかりやすく

まとめる習慣付けができるようにしている。
・単元を振り返り，教科書の「問題の文（？マーク）」を引用することで，無理なくまとめられ

るようにしている。

●各単元末「まとめよう」

■科学的用語の定着「新しく学習した言葉」「さくいん」
・「まとめよう」のページに，「新しく学習した言葉」欄を設け，学習した科学的用語が確実に

定着するようにしている。
・各学年の巻末に「さくいん」を掲載して，重要な科学的用語を，1 学年を通していつでも参

照できるようにしている。

●各単元末「新しく学習した言葉」
●各学年巻末「さくいん」　3 年「回路」，4 年「関節」，5 年「水よう液」，6 年「酸素」　などの用語

■基礎学力の定着「たしかめよう」，応用力の育成「力だめし」
・各単元末では，「たしかめよう」で基礎学力を定着させ，「力だめし」で基礎・基本を応用す

る力が養えるようにしている。
・「わくわく理科プラス」では，「学習の終わりに」で本冊の「力だめし」の問題を再掲載し，スモー

ルステップのヒントを新たに設けることで主体的に取り組めるようにするとともに，巻末に
「学年末問題」を設けて，総合的な読解力が身につくようにしている。

● 3 年 p.120「7. 電気で明かりをつけよう」，
　 4 年 p.120「7. ものの温度と体積」，
　 5 年 p.150「8. もののとけ方」，
　 6 年 p.111「6. 月と太陽」　など
●「わくわく理科プラス」各学年「学習の終わりに」，「学年末問題」

■レポート作成力の育成
・3 年では「きろくのまとめ方」，4 年では「記録のしかた」「記録の整理のしかた」を丁寧に示
　し，具体的な記録カードの例を数多く紹介している。

● 3 年 p.11「きろくのまとめ方」，4 年 p.17「記録の整理のしかた」
　 3 年 p.18「たねをまこう」の記録カード　など

■生活科との関連
・3 年では，生活科での活動や体験を活かして理科の学習に入れるようにしている。

● 3 年 p.7 自然の観察，「わくわく理科プラス」p.12 風やゴムで動くおもちゃ　など

■算数科との関連
・各学年の巻末に「算数のまど」を設け，算数科で学習する内容との関連を示している。 単元

内では，関連する算数科の内容箇所に，「えんぴつくん」（弊社算数科教科書のキャラクター）
を登場させて，「算数のまど」を参照できるようにしている。

● 3 年 p.158-159，4 年 p.182-183，5 年 174-175，6 年 p.190-191 「算数のまど」

③ 創意工夫
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観 点 啓林館の特色 具体例
１. 主体的な問題解決学習から，
　  思考力・判断力・表現力を
　  養うように工夫されているか。

■結果と考察の明示，丁寧な本文記述
・混同しがちな「観察・実験の結果」と「その結果からわかること」を区別できるように，観
　点の投げかけと確認の場面で，それぞれロゴを設けて，具体的にわかりやすく明示している。
・本文では，結果から考察への流れを，丁寧な文章でしっかりと記述している。

● 3 年 p.23 以降の各観察・実験
● 6 年「5. 水よう液の性質」　など

■問題解決能力の育成
・ポイントとなる「予想・計画」「考察」の場面では，適宜「話し合い」マークを設け，具体的
　な発問も示している。　
・ 各学年の巻頭に，問題の発見から始まる問題解決の流れ全体を，「学習の進め方」として整理
　し，具体的な学習に入る前に，順を追って丁寧に解説している。

● 3 年 p.118「明かりがつくもの・つかないもの」の考察，
　 4 年 p.74「とじこめた空気をおしたとき」の予想・計画，
　 5 年 p.13「種子が発芽する条件」の計画，
　 6 年 p.104「月の形の見え方と太陽」の考察　など
● 3 年 p.4-5，4 年 p.4-5，5 年 p.4-5，6 年 p.6-7「学習の進め方」

■記録の整理と表現
・観察・実験の結果を表やグラフに整理し，考察・発表する活動を充実させている。
・予想や考察で，自分の考えを図や科学的用語を使って表現する場も設定している。

● 3 年 p.148「同じ体積のものの重さ調べ」の結果の整理
　 4 年 p.20-22「1 日の気温の変化」の記録と整理　など
● 6 年 p.92-94「見えなくなった金属のゆくえ」の予想・計画～考察　など

■コミュニケーション能力の育成
・「力だめし」では，理由を説明する問題や，記述する問題を多く用意している。
・「わくわく理科プラス」の「考えてみよう」はグループ討議で活用できるものであり，児童が
　交流する場面をつくることができる。協働学習にも有効に活用できる。

● 3 年 p.138「8. じしゃくのふしぎ」，
　 4 年 p.158「9. 水のすがた」，
　 5 年 p.52「3. ヒトのたんじょう」　など
●「わくわく理科プラス」各学年「学習のはじめに」

２. 基礎学力の確実な定着と
　  応用力の育成を図るための
　  配慮はされているか。

■復習と確認「思い出してみよう」
・適宜「思い出してみよう」を設け，既習事項を確認できるようにしている。
・各学年に「学習をつなげよう」を設け，複数の単元で別々に学習した内容のつながりを意識

できるようにしている。
・「わくわく理科プラス」の「学習のはじめに」に「思い出してみよう」を設け，学年間・学年

内の既習事項や日常経験を確認した上で学習を始められるようにしている。

● 4 年 p.19 気温，6 年 p.24 でんぷんとヨウ素液 などの確認
● 3 年 p.140-141，4 年 p.172-173，5 年 p.54-55，6 年 p.70-71「学習をつなげよう」
●「わくわく理科プラス」各学年「学習のはじめに」

■単元末のまとめ「まとめよう」
・各単元末には，「まとめよう」を設け，その紙面を参考に自分なりに工夫し，わかりやすく

まとめる習慣付けができるようにしている。
・単元を振り返り，教科書の「問題の文（？マーク）」を引用することで，無理なくまとめられ

るようにしている。

●各単元末「まとめよう」

■科学的用語の定着「新しく学習した言葉」「さくいん」
・「まとめよう」のページに，「新しく学習した言葉」欄を設け，学習した科学的用語が確実に

定着するようにしている。
・各学年の巻末に「さくいん」を掲載して，重要な科学的用語を，1 学年を通していつでも参

照できるようにしている。

●各単元末「新しく学習した言葉」
●各学年巻末「さくいん」　3 年「回路」，4 年「関節」，5 年「水よう液」，6 年「酸素」　などの用語

■基礎学力の定着「たしかめよう」，応用力の育成「力だめし」
・各単元末では，「たしかめよう」で基礎学力を定着させ，「力だめし」で基礎・基本を応用す

る力が養えるようにしている。
・「わくわく理科プラス」では，「学習の終わりに」で本冊の「力だめし」の問題を再掲載し，スモー

ルステップのヒントを新たに設けることで主体的に取り組めるようにするとともに，巻末に
「学年末問題」を設けて，総合的な読解力が身につくようにしている。

● 3 年 p.120「7. 電気で明かりをつけよう」，
　 4 年 p.120「7. ものの温度と体積」，
　 5 年 p.150「8. もののとけ方」，
　 6 年 p.111「6. 月と太陽」　など
●「わくわく理科プラス」各学年「学習の終わりに」，「学年末問題」

■レポート作成力の育成
・3 年では「きろくのまとめ方」，4 年では「記録のしかた」「記録の整理のしかた」を丁寧に示
　し，具体的な記録カードの例を数多く紹介している。

● 3 年 p.11「きろくのまとめ方」，4 年 p.17「記録の整理のしかた」
　 3 年 p.18「たねをまこう」の記録カード　など

■生活科との関連
・3 年では，生活科での活動や体験を活かして理科の学習に入れるようにしている。

● 3 年 p.7 自然の観察，「わくわく理科プラス」p.12 風やゴムで動くおもちゃ　など

■算数科との関連
・各学年の巻末に「算数のまど」を設け，算数科で学習する内容との関連を示している。 単元

内では，関連する算数科の内容箇所に，「えんぴつくん」（弊社算数科教科書のキャラクター）
を登場させて，「算数のまど」を参照できるようにしている。

● 3 年 p.158-159，4 年 p.182-183，5 年 174-175，6 年 p.190-191 「算数のまど」

●6年p.24「思い出してみよう」

●3年別冊「わくわく理科プラス」
　p.8-9

●4年p.22
　「1日の気温の変化」結果

結果の観点・・・

・観察・実験時の観点の投げかけ

・観察・実験後の確認の場面で

考察の観点・・・

結果・考察を明示するロゴ

結果の確認・・・

考察の確認・・・

（3・4年では　　　　　　　　）

（3・4年では　　　　　　　　）

●6年p.190-191「算数のまど」
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観 点 啓林館の特色 具体例
３. 学習の有用性を感じ，興味・関心
　  をもって学習を進められ，活用・
　  探究へと深める工夫はされているか。

■豊かな感性をはぐくむ「地域資料集」
・5・6 年に「地域資料集」を設け，学習したことを豊富な資料を通して一般化し，自然の多様

性と共通性を感じることができるようにしている。
・各学年巻末に「読んでみよう　理科の本」を設け，各学年の学習内容に関連する書籍を紹介

して，理科への興味関心を一層喚起できるようにしている。

● 5 年 p.176-191，6 年 p.192-207「地域資料集」
● 3 年 p.162，4 年 p.186，5 年 194，6 年 p.210 「読んでみよう　理科の本」

■実社会・実生活へ広げる「理科の広場」，単元末「ひろげよう」，「未来へひろがる日本の技術」
・単元内の読物「理科の広場」で，身近な生活に関連した話題などを数多く取り上げている。
・単元末の「ひろげよう」，「未来へひろがる日本の技術」で，実社会・実生活と関連した内容

や学習したことを応用した科学技術などについて，ビジュアルな紙面で扱い，理科に一層興
味をもち，理科を学ぶ有用性を実感できるようにしている。

● 4 年 p.118「鉄道レールののびちぢみ」 　など
● 5 年 p.28-29，168-169，6 年 p.112-113，174-175「未来へひろがる日本の技術」

■単元内の補充・活用コーナー「やってみよう」，「つくってみよう」
・単元の学習を受けて，習得した知識や技能を補充・活用する活動を，時期を逃すことなく実

施できるよう，適宜紹介している。

● 3 年 p.52「プロペラで動く車をつくってみよう」，4 年 p.80「空気でっぽうで玉を飛ばしてみよう」，
　 5 年 p.25「自然の土を調べてみよう」，p.165「電磁石つりざお」，6 年 p.166「発光ダイオードを
　 探そう」　など

１. 学習内容は，児童の直接体験を重視
　  して，適切に扱われているか。

■直接体験を大切にした展開
・児童が十分な直接体験を行いながら学習を進められるような展開としている。

● 6 年「9. 発電と電気の利用」…児童が体感できる発電から導入し，最後に「電気の変かんと利用」で
　生活とのつながりをまとめる展開としている。

２. 生命を尊重し，自然を愛する心情を
　  育むことができるか。

■活動時の細やかな配慮
・観察に必要な生物だけを採り，観察が終わったら元の場所に逃がすなどの配慮を呼びかけている。
・動物を観察する活動では，動物に対し，やさしく接することに触れている。
※生命を尊び自然を大切にする態度等については，「① 教育基本法第 2 条」ー「第 4 号」の項を

ご参照下さい。
※環境の保全については，「⑦ 今日的課題への対応」ー「1. 環境教育（ESD：持続可能な開発の

ための教育）」の項をご参照下さい。

● 3 年 p.10，29　生物の採集時の配慮
● 4 年 p.91　動物の観察時の配慮

３. 日常生活にかかわる内容を扱って，
　  実感を伴う理解を図ることができ
　  るか。

■理科と生活のつながりを実感できる豊富な話題
・単元内の「理科の広場」や単元末の「ひろげよう」,「未来へひろがる日本の技術」などで，

身近な生活に関連した話題を紹介している。
・単元末の「力だめし」や「わくわく理科プラス」の「学年末問題」でも，身近な生活に関連

した出題を心がけている。

● 4 年 p.166「くらしの中で見かける結ろ」，
　 5 年 p.61「台風と人々のくらし」，
　 6 年 p.153「身近な道具で救われた命」　などの「理科の広場」
● 3 年 p.108「6. 光のせいしつ」　などの「力だめし」

４. ものづくりでは，児童の知的好奇心
　  を高めることができるように配慮さ
　  れているか。

■学習内容を実感できるものづくりコーナー「つくってみよう　ものづくり広場」
・３年「おもちゃランドへようこそ」，４- ６年「つくってみよう　ものづくり広場」をそれぞ

れ巻末に設け，学習内容を生かしたおもちゃ作りなどについて，イラストや写真を多用して，
作り方の手順を丁寧に示している。また，関連する単元内の箇所に「ハサミ」マークを入れ，「つ
くってみよう　ものづくり広場」を参照できるようにしている。

● 3 年 p.152-157「おもちゃランドへようこそ」，4 年 p.178-181，5 年 p.170-173，
　 6 年 p.186-189「つくってみよう　ものづくり広場」

５. 自然災害に関する内容は適切に
　  扱われているか。

■自然災害について考える内容を具体的な情報とともに扱うことで，児童が問題意識をもち，
　自分のくらしとの関わりや防災を意識することができるようにしている。
・５年「台風と気象情報」，６年「大地のつくりと変化」の学習に関連して「くらしを守る」を設け，

防災・減災教育の専門家の先生監修のもと，災害に対する備えなどを扱い，防災・減災の意
識を高められるようにしている。

・5・6 年巻末「地域資料集」や単元内の「理科の広場」，単元末の「ひろげよう」などでも，津波・
雪害・豪雨などに関する話題や資料を豊富に取り扱っている。

● 5 年 p.60-63「気象災害からくらしを守る」，
　 p.112-116「川とわたしたちのくらし / わたしたちのくらしを守る」，
　 6 年 p.140-143「地震や火山活動からくらしを守る」
● 5 年 p.94「冬の天気」，119「地下の巨大水槽」，6 年 p.197「『津波てんでんこ』に学ぶ」　など

６. 他教科や総合的な学習の時間との
　  関連は図られているか。

■社会科との関連
・方位については，社会科でも学習することを明示している。5・6 年の地域資料集では，地域

の気候とくらしの関係や，地域の文化に関する内容も扱っている。
※算数科との関連は，「③ 創意工夫」－「２．基礎学力の定着」の項をご参照下さい。

● 3 年 p.89「ほういじしんの使い方」
● 5 年 p.178-179「雨・風・雪と向き合う地いきのちえ」　など

④ 内容の選択・扱い
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観 点 啓林館の特色 具体例
３. 学習の有用性を感じ，興味・関心
　  をもって学習を進められ，活用・
　  探究へと深める工夫はされているか。

■豊かな感性をはぐくむ「地域資料集」
・5・6 年に「地域資料集」を設け，学習したことを豊富な資料を通して一般化し，自然の多様

性と共通性を感じることができるようにしている。
・各学年巻末に「読んでみよう　理科の本」を設け，各学年の学習内容に関連する書籍を紹介

して，理科への興味関心を一層喚起できるようにしている。

● 5 年 p.176-191，6 年 p.192-207「地域資料集」
● 3 年 p.162，4 年 p.186，5 年 194，6 年 p.210 「読んでみよう　理科の本」

■実社会・実生活へ広げる「理科の広場」，単元末「ひろげよう」，「未来へひろがる日本の技術」
・単元内の読物「理科の広場」で，身近な生活に関連した話題などを数多く取り上げている。
・単元末の「ひろげよう」，「未来へひろがる日本の技術」で，実社会・実生活と関連した内容

や学習したことを応用した科学技術などについて，ビジュアルな紙面で扱い，理科に一層興
味をもち，理科を学ぶ有用性を実感できるようにしている。

● 4 年 p.118「鉄道レールののびちぢみ」 　など
● 5 年 p.28-29，168-169，6 年 p.112-113，174-175「未来へひろがる日本の技術」

■単元内の補充・活用コーナー「やってみよう」，「つくってみよう」
・単元の学習を受けて，習得した知識や技能を補充・活用する活動を，時期を逃すことなく実

施できるよう，適宜紹介している。

● 3 年 p.52「プロペラで動く車をつくってみよう」，4 年 p.80「空気でっぽうで玉を飛ばしてみよう」，
　 5 年 p.25「自然の土を調べてみよう」，p.165「電磁石つりざお」，6 年 p.166「発光ダイオードを
　 探そう」　など

１. 学習内容は，児童の直接体験を重視
　  して，適切に扱われているか。

■直接体験を大切にした展開
・児童が十分な直接体験を行いながら学習を進められるような展開としている。

● 6 年「9. 発電と電気の利用」…児童が体感できる発電から導入し，最後に「電気の変かんと利用」で
　生活とのつながりをまとめる展開としている。

２. 生命を尊重し，自然を愛する心情を
　  育むことができるか。

■活動時の細やかな配慮
・観察に必要な生物だけを採り，観察が終わったら元の場所に逃がすなどの配慮を呼びかけている。
・動物を観察する活動では，動物に対し，やさしく接することに触れている。
※生命を尊び自然を大切にする態度等については，「① 教育基本法第 2 条」ー「第 4 号」の項を

ご参照下さい。
※環境の保全については，「⑦ 今日的課題への対応」ー「1. 環境教育（ESD：持続可能な開発の

ための教育）」の項をご参照下さい。

● 3 年 p.10，29　生物の採集時の配慮
● 4 年 p.91　動物の観察時の配慮

３. 日常生活にかかわる内容を扱って，
　  実感を伴う理解を図ることができ
　  るか。

■理科と生活のつながりを実感できる豊富な話題
・単元内の「理科の広場」や単元末の「ひろげよう」,「未来へひろがる日本の技術」などで，

身近な生活に関連した話題を紹介している。
・単元末の「力だめし」や「わくわく理科プラス」の「学年末問題」でも，身近な生活に関連

した出題を心がけている。

● 4 年 p.166「くらしの中で見かける結ろ」，
　 5 年 p.61「台風と人々のくらし」，
　 6 年 p.153「身近な道具で救われた命」　などの「理科の広場」
● 3 年 p.108「6. 光のせいしつ」　などの「力だめし」

４. ものづくりでは，児童の知的好奇心
　  を高めることができるように配慮さ
　  れているか。

■学習内容を実感できるものづくりコーナー「つくってみよう　ものづくり広場」
・３年「おもちゃランドへようこそ」，４- ６年「つくってみよう　ものづくり広場」をそれぞ

れ巻末に設け，学習内容を生かしたおもちゃ作りなどについて，イラストや写真を多用して，
作り方の手順を丁寧に示している。また，関連する単元内の箇所に「ハサミ」マークを入れ，「つ
くってみよう　ものづくり広場」を参照できるようにしている。

● 3 年 p.152-157「おもちゃランドへようこそ」，4 年 p.178-181，5 年 p.170-173，
　 6 年 p.186-189「つくってみよう　ものづくり広場」

５. 自然災害に関する内容は適切に
　  扱われているか。

■自然災害について考える内容を具体的な情報とともに扱うことで，児童が問題意識をもち，
　自分のくらしとの関わりや防災を意識することができるようにしている。
・５年「台風と気象情報」，６年「大地のつくりと変化」の学習に関連して「くらしを守る」を設け，

防災・減災教育の専門家の先生監修のもと，災害に対する備えなどを扱い，防災・減災の意
識を高められるようにしている。

・5・6 年巻末「地域資料集」や単元内の「理科の広場」，単元末の「ひろげよう」などでも，津波・
雪害・豪雨などに関する話題や資料を豊富に取り扱っている。

● 5 年 p.60-63「気象災害からくらしを守る」，
　 p.112-116「川とわたしたちのくらし / わたしたちのくらしを守る」，
　 6 年 p.140-143「地震や火山活動からくらしを守る」
● 5 年 p.94「冬の天気」，119「地下の巨大水槽」，6 年 p.197「『津波てんでんこ』に学ぶ」　など

６. 他教科や総合的な学習の時間との
　  関連は図られているか。

■社会科との関連
・方位については，社会科でも学習することを明示している。5・6 年の地域資料集では，地域

の気候とくらしの関係や，地域の文化に関する内容も扱っている。
※算数科との関連は，「③ 創意工夫」－「２．基礎学力の定着」の項をご参照下さい。

● 3 年 p.89「ほういじしんの使い方」
● 5 年 p.178-179「雨・風・雪と向き合う地いきのちえ」　など

●5年p.168-169
　「未来へひろがる日本の技術」

●5年p.60-61
　「気象災害からくらしを守る」

●3年p.89
　「ほういじしんの使い方」

●5年p.170
　「ふりこを使ったおもちゃ」
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観 点 啓林館の特色 具体例
１. 教科書の構成は，教科の特性に
　 応じて，効果的に設定されているか。

■本冊と別冊「わくわく理科プラス」
・地域の気象条件，生物の生育状況などに応じて，柔軟に学習活動を組み立てることができる

ように，教科書が上下巻に分かれておらず，関連する学習内容を，児童が 1 年間を通してい
つでも参照することができる。

・別冊「わくわく理科プラス」を設け，単元の「学習のはじめに」と「学習の終わりに」で構成して，
児童たちが学びや成長を実感できるようにしている。

● 4 年　春・夏・秋・冬の生き物，及び生き物の 1 年間の学習で，ほかの季節を参照することができる。
　 また，夏休み前後，及び，冬の星の学習で，いつでも「星座早見の使い方」を参照することができる。
● 5 年　インゲンマメやヘチマなどの植物の学習，メダカの学習，及び，台風や雲と天気の学習を，
　 地域の気象条件や学校の状況，その年の台風の到来などに応じて，柔軟に単元を組み替えて実施する
　 ことができる。
● 6 年　環境の学習で，関連する単元の学習を振り返ることができる。

２. 単元の構成は，系統性をふまえて
　  組織的に設定され，上位学年や
　  中学校との連携も配慮されているか。

■単元の構成
・学習指導要領に示された内容の系統性をふまえて，児童が学年内・学年間の既習内容を活かし

ながら学習できるように，単元を構成している。
・各学年に「学習をつなげよう」を設け，複数の単元で別々に学習した内容のつながりを意識で

きるようにしている。

● 3 年「5. かげのでき方と太陽の光」「6. 光のせいしつ」　A・B 区分に分けて，系統立てて理解できる
　ようにしている。
● 4 年「9. 水のすがた」「10. 水のゆくえ」　A・B 区分に分けつつ隣接させ，系統立て，関連付けて
　理解できるようにしている。

■上位学年との連携
・各学年の巻末には，「ふり返ろう」「次の学年に向けて」を設け，学年末の振り返りと次の学

年の紹介を掲載し，上位学年への期待感を高めるようにしている。

●各学年巻末
　3 年 p.160「3 年生の理科をふり返ろう」，p.163「4 年生の理科に向けて」　など

■中学校理科との連携
・６年では，中学校理科の学習内容（金属の燃焼，小腸の柔毛，肺胞，心臓のしくみ，血液の成分，

光合成，空気循環とエネルギーの関係など）を「理科の広場」や「学習をつなげよう」で数
多く扱っている。

・6 年巻末に「中学生の理科に向けて」を設け，小中理科の円滑な連携を図っている。

● 6 年 p.18，27，31，34，37，38，56，65　などの「理科の広場」
● 6 年巻末

３. 単元の配列は，季節に応じて適期
　  に設定され，単元間の関連付けにも
　  配慮されているか。

■単元の配列
・特に B 区分の単元については，系統的な順序性を確保した上で，季節的な不都合が生じない

よう，野外観察や飼育・栽培に適した時期に配当している。
・A 区分の単元についても，理科室や器具の使用が学年間で重ならないように配慮したり，水

溶液の反応時間が短くなるよう，気温の高い時期に配当したりしている。

● 3 年「風やゴムのはたらき」を梅雨の時期に，室内で活動できるよう設定している。
● 4 年「夏の夜空」を夏休み前に設定し，校外学習や家庭学習の機会を活かせるようにしている。
● 5 年「ヒトのたんじょう」を「メダカのたんじょう」の後に配当し，学習内容のつながりを考慮している。
● 5 年「台風と気象情報」を防災に関する内容を夏休み前に学習できるよう 1 学期に配当している。
● 5 年「花から実へ」を 2 学期に配当し，ヘチマの受粉時期を調整している。
● 5 年「ふりこのきまり」は A 区分の顕著な条件制御の例だといえ，ほかの A 区分より先に指導で
　きるようにしている。
● 6 年「ヒトや動物の体」を「植物のつくりとはたらき」の前に配当し，「植物のつくりとはたらき」
　 単元内の実験において，ヒトの呼気に二酸化炭素が含まれていることを既習事項にしている。

４. 年間の標準授業時数で指導できる
　 ように構成されているか。

■ゆとりをもった配当時数
・学習指導要領の内容・取扱いを十分に検討し，児童が自ら活動し，ゆとりをもって問題解決

学習を行うのに適切な時数の配分としている。
・別冊「わくわく理科プラス」では，本冊と共通の内容が易しく解説されていて，配当時数内

で円滑に学習を進められるようになっている。

【 年間配当時数 】
3 年（標準時数 90）：配当時数 78，ゆとりの時間 12
4 年（標準時数 105）：配当時数 90，ゆとりの時間 15
5 年（標準時数 105）：配当時数 93，ゆとりの時間 12
6 年（標準時数 105）：配当時数 93，ゆとりの時間 12

■ 2 学期制への対応
・「科学の目で見てみよう」を含めて「自由研究」をより充実させ，2 学期制を実施する際のポ

イントとなる充実した夏休みの理科学習を可能にしている。また，教科書が上下巻に分かれ
ておらず，各学校の実情に合わせて，年間指導計画を柔軟に組み替えられるようにしている。

●各学年の「自由研究」は各 4 ページの紙面を割き，時間数も十分確保している。
※ 2 学期制と 3 学期制の両方に対応した年間指導計画案の Excel データを，弊社ホームページ
　（http://www.shinko-keirin.co.jp/）にてご用意しています。

５. 基礎的・基本的な内容が定着し，
　  適切な評価と支援が行われるように
　  配慮されているか。

■「まとめよう」「たしかめよう」「力だめし」
・各単元末の「まとめよう」では，その単元の問題の文を引用してまとめ，学習を振り返るこ

とができ，また，「新しく学習した言葉」コーナーも設けている。
・学習内容の定着を図る問題「たしかめよう」「力だめし」を設けている。「たしかめよう」は

基礎学力の定着，「力だめし」は応用力の育成としている。また，「わくわく理科プラス」の「学
習の終わりに」では，「力だめし」の問題にスモールステップのヒントを設けている。

●「まとめよう」では，3 年からの積み重ねにより，ノートにまとめる表現力を養えるようにしている。
●「たしかめよう」では，基礎的・基本的な知識・技能を中心に，「力だめし」では，「思考・表現」の
　観点での評価と支援にも対応している。
●各学年の「わくわく理科プラス」の「学習の終わりに」

⑤ 内容の構成・配列・分量
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観 点 啓林館の特色 具体例
１. 教科書の構成は，教科の特性に
　 応じて，効果的に設定されているか。

■本冊と別冊「わくわく理科プラス」
・地域の気象条件，生物の生育状況などに応じて，柔軟に学習活動を組み立てることができる

ように，教科書が上下巻に分かれておらず，関連する学習内容を，児童が 1 年間を通してい
つでも参照することができる。

・別冊「わくわく理科プラス」を設け，単元の「学習のはじめに」と「学習の終わりに」で構成して，
児童たちが学びや成長を実感できるようにしている。

● 4 年　春・夏・秋・冬の生き物，及び生き物の 1 年間の学習で，ほかの季節を参照することができる。
　 また，夏休み前後，及び，冬の星の学習で，いつでも「星座早見の使い方」を参照することができる。
● 5 年　インゲンマメやヘチマなどの植物の学習，メダカの学習，及び，台風や雲と天気の学習を，
　 地域の気象条件や学校の状況，その年の台風の到来などに応じて，柔軟に単元を組み替えて実施する
　 ことができる。
● 6 年　環境の学習で，関連する単元の学習を振り返ることができる。

２. 単元の構成は，系統性をふまえて
　  組織的に設定され，上位学年や
　  中学校との連携も配慮されているか。

■単元の構成
・学習指導要領に示された内容の系統性をふまえて，児童が学年内・学年間の既習内容を活かし

ながら学習できるように，単元を構成している。
・各学年に「学習をつなげよう」を設け，複数の単元で別々に学習した内容のつながりを意識で

きるようにしている。

● 3 年「5. かげのでき方と太陽の光」「6. 光のせいしつ」　A・B 区分に分けて，系統立てて理解できる
　ようにしている。
● 4 年「9. 水のすがた」「10. 水のゆくえ」　A・B 区分に分けつつ隣接させ，系統立て，関連付けて
　理解できるようにしている。

■上位学年との連携
・各学年の巻末には，「ふり返ろう」「次の学年に向けて」を設け，学年末の振り返りと次の学

年の紹介を掲載し，上位学年への期待感を高めるようにしている。

●各学年巻末
　3 年 p.160「3 年生の理科をふり返ろう」，p.163「4 年生の理科に向けて」　など

■中学校理科との連携
・６年では，中学校理科の学習内容（金属の燃焼，小腸の柔毛，肺胞，心臓のしくみ，血液の成分，

光合成，空気循環とエネルギーの関係など）を「理科の広場」や「学習をつなげよう」で数
多く扱っている。

・6 年巻末に「中学生の理科に向けて」を設け，小中理科の円滑な連携を図っている。

● 6 年 p.18，27，31，34，37，38，56，65　などの「理科の広場」
● 6 年巻末

３. 単元の配列は，季節に応じて適期
　  に設定され，単元間の関連付けにも
　  配慮されているか。

■単元の配列
・特に B 区分の単元については，系統的な順序性を確保した上で，季節的な不都合が生じない

よう，野外観察や飼育・栽培に適した時期に配当している。
・A 区分の単元についても，理科室や器具の使用が学年間で重ならないように配慮したり，水

溶液の反応時間が短くなるよう，気温の高い時期に配当したりしている。

● 3 年「風やゴムのはたらき」を梅雨の時期に，室内で活動できるよう設定している。
● 4 年「夏の夜空」を夏休み前に設定し，校外学習や家庭学習の機会を活かせるようにしている。
● 5 年「ヒトのたんじょう」を「メダカのたんじょう」の後に配当し，学習内容のつながりを考慮している。
● 5 年「台風と気象情報」を防災に関する内容を夏休み前に学習できるよう 1 学期に配当している。
● 5 年「花から実へ」を 2 学期に配当し，ヘチマの受粉時期を調整している。
● 5 年「ふりこのきまり」は A 区分の顕著な条件制御の例だといえ，ほかの A 区分より先に指導で
　きるようにしている。
● 6 年「ヒトや動物の体」を「植物のつくりとはたらき」の前に配当し，「植物のつくりとはたらき」
　 単元内の実験において，ヒトの呼気に二酸化炭素が含まれていることを既習事項にしている。

４. 年間の標準授業時数で指導できる
　 ように構成されているか。

■ゆとりをもった配当時数
・学習指導要領の内容・取扱いを十分に検討し，児童が自ら活動し，ゆとりをもって問題解決

学習を行うのに適切な時数の配分としている。
・別冊「わくわく理科プラス」では，本冊と共通の内容が易しく解説されていて，配当時数内

で円滑に学習を進められるようになっている。

【 年間配当時数 】
3 年（標準時数 90）：配当時数 78，ゆとりの時間 12
4 年（標準時数 105）：配当時数 90，ゆとりの時間 15
5 年（標準時数 105）：配当時数 93，ゆとりの時間 12
6 年（標準時数 105）：配当時数 93，ゆとりの時間 12

■ 2 学期制への対応
・「科学の目で見てみよう」を含めて「自由研究」をより充実させ，2 学期制を実施する際のポ

イントとなる充実した夏休みの理科学習を可能にしている。また，教科書が上下巻に分かれ
ておらず，各学校の実情に合わせて，年間指導計画を柔軟に組み替えられるようにしている。

●各学年の「自由研究」は各 4 ページの紙面を割き，時間数も十分確保している。
※ 2 学期制と 3 学期制の両方に対応した年間指導計画案の Excel データを，弊社ホームページ
　（http://www.shinko-keirin.co.jp/）にてご用意しています。

５. 基礎的・基本的な内容が定着し，
　  適切な評価と支援が行われるように
　  配慮されているか。

■「まとめよう」「たしかめよう」「力だめし」
・各単元末の「まとめよう」では，その単元の問題の文を引用してまとめ，学習を振り返るこ

とができ，また，「新しく学習した言葉」コーナーも設けている。
・学習内容の定着を図る問題「たしかめよう」「力だめし」を設けている。「たしかめよう」は

基礎学力の定着，「力だめし」は応用力の育成としている。また，「わくわく理科プラス」の「学
習の終わりに」では，「力だめし」の問題にスモールステップのヒントを設けている。

●「まとめよう」では，3 年からの積み重ねにより，ノートにまとめる表現力を養えるようにしている。
●「たしかめよう」では，基礎的・基本的な知識・技能を中心に，「力だめし」では，「思考・表現」の
　観点での評価と支援にも対応している。
●各学年の「わくわく理科プラス」の「学習の終わりに」

●4年p.144-145「水のすがた」

●4年p.160-161「水のゆくえ」

●6年p.３７
　「ヒトの体のくわしいつくり」

●3年p.56-57「自由研究」
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観 点 啓林館の特色 具体例
６. 児童の個人差に配慮して，
　  個に応じた学習に対応できる
　  ように工夫されているか。 

■「わくわく理科プラス」
・「学習のはじめに」では，単元導入時点での自分の考えの確認をし，「学習の終わりに」では，

学習後の自分を見つめる場を設け，児童一人ひとりの考えを大切にして学習を進めていくこ
とができるようにしている。

■「わたしのくふう」
・児童一人ひとりが学習を進めていくことができるよう，「わたしのくふう」などでさまざまな

方法を例示して，自由な発想を促している。

●各学年「わくわく理科プラス」
● 3 年 p.102　鏡ではね返した日光によるあたたかさを，さまざまな方法で比べられるようにしている。
● 5 年 p.104　流れる水と地面のようすのモデル実験で，さまざまな観察・記録の方法を例示している。

７. 発展的な学習内容が，無理なく
　  適期に設定されているか。

■「発展」
・ロゴを添えたわかりやすいマークで本文の内容と明瞭に区別しつつ，児童の興味・関心に応

じて単元の学習内容をさらに深めたり広げたりできる内容を，単元内の「理科の広場」，単元
末の「力だめし」，「ひろげよう」などで，適期に扱っている。

● 3 年 p.47「ジャンボこいのぼり」，6 年 p.96「水よう液が変化させるもの」，
　 6 年 p.106「月食や日食が起こるしくみ」　など
●「発展」の位置づけ・扱いについては，教科書の裏表紙に明記している。

１. 見通しをもって，主体的に観察・
　  実験を行うことができるか。

■見通しをもって活動できる配慮
・観察・実験にあたって，児童の問題意識を大切にし，予想や計画を立てたり，自分の力で問

題に取り組んだりできるように工夫している。

●観察・実験の結果・考察は，同じ見開きには示さず，ページをめくったところに掲載し，
　児童が自分で考えながら問題に取り組むことができるようにしている。

■児童が自ら活動できる配慮
・観察・実験にタイトルを付け，活動のねらいを明確にしている。また，手順の説明は，わか

りやすく順を追って配置し，要点をつかめる写真やイラスト，記録カードを掲載して，主体
的に活動ができるように配慮している。

● 6 年 p.119　地層のでき方のモデル実験では，「あらかじめ水を少し入れておく」「れき・砂・泥が
　 混ざった土を使う」「水を少しずつ流す」などのコツを明示するとともに，複雑な実験装置も，
　 わかりやすい写真で一目で把握できるようにしている。

２. 安全面・衛生面に十分配慮し，
　  確実に観察・実験を進めることが
　 できるか。

■観察・実験における安全の徹底
・従来から高い評価をいただいている「みんなで使う理科室」を 4 年，6 年に設けて，理科室

でのルールやマナーを身に付け，器具や薬品の扱いに習熟できるようにしている。
・各観察・実験では，「！マーク」の注意文のほか，「換気」「安全眼鏡」などの注意に，視覚的

にわかりやすい共通のマークを設けている。野外の活動や夜間の観察での注意，手を洗うな
どの衛生面の配慮も，漏れなく示している。

● 4 年 p.102-107「みんなで使う理科室 ～実験器具を正しく使おう～」では，理科室で実験する際
　 の心構えや器具の使い方，片付け方を丁寧に紹介している。
● 6 年 p.78-81「みんなで使う理科室 ～薬品や器具を正しく使おう～」では，水溶液を扱うときの
　 注意や器具の使い方を，詳しく解説している。
● 3 年巻末「たんけんカード」，4 年「わくわく理科プラス」p.2「思い出してみよう」では，野外の
　 観察での服装や注意，危険な生物を，まとめて記載している。

３. 観察・実験などの数や程度は適切か。 ■発達段階に応じた観察・実験の設定
・児童が実感をもって問題解決学習を行うのに適切で，かつ，十分な技能の定着を図ることが

できる観察・実験の数としている。特に 3・4 年では，内容に応じてスモールステップに区切り，
児童が理解しやすいようにしている。

・授業時間内で児童が主体的に実施でき，よい結果が得られる内容・手順としている。

【 観察・実験・資料調べの数 】
3 年　観察 15，実験 14，資料調べ 0
4 年　観察 15，実験 17，資料調べ 2
5 年　観察 8，実験 11，資料調べ 5
6 年　観察 4，実験 21，資料調べ 11

４. 器具・材料は入手しやすく，
　  身近なものを使用しているか。

■観察・実験器具
・安全で扱いやすい器具や，児童の身近な道具や材料を使用するように配慮し，わかりやすい

方法や新しい器具・材料の使用も提案し，確実に観察・実験を進めることができるようにし
ている。

● 4 年 p.106 ～では，安全・簡便で火力が強い「実験用ガスコンロ」を採用している。
● 6 年 p.25-26 では，素早く簡単で，児童が抵抗感なく実験できるように，
　 ろ紙に唾液をしみこませる方法を採用している。
● 5 年 p.163，6 年 p.169 では，出力が安定した電源装置を掲載している。

■栽培教材
・全国的に育てやすく，都市部の学校などで広い場所の確保が難しくても栽培でき，かつ，各

学年の学習の目的に適した教材を採用している。

● 3 年…丈夫で育てやすく，根・茎・葉や花と実がよくわかるホウセンカを主教材に，
　 丈夫で花期の長いマリーゴールド，ヒマワリを副教材に採用している。
● 4 年…実が多数でき，プランター栽培も可能なヒョウタンを主教材に，暑さに強いツルレイシ，
　 大きく育つヘチマを副教材に採用している。
● 5 年…単元配列の変更に伴い，受粉実験の配当時期を考慮してヘチマを主教材に，
　 同様に観察しやすいオモチャカボチャやヒョウタンを副教材に採用している。
● 6 年…光合成実験が特に実感できるジャガイモを主教材に，丈夫で育てやすいホウセンカや，
　 5 年生でも栽培するインゲンマメを副教材に採用している。

５. 基本的な技能を習得できるように
　  配慮されているか。

■基本操作
・基本的な器具の使い方を丁寧に解説し，適宜「練習しよう」を設け，単元末「たしかめよう」

にも適宜，練習問題を設けている。「わくわく理科プラス」の「思い出してみよう」でも , 適宜 ,
器具の使い方について扱っている。

● 3 年 p.95 温度計の使い方，5 年 p.34-35 顕微鏡の使い方　など
● 5 年 p.138-139 上皿てんびんの使い方，6 年 p.81 ピペットの使い方　など
● 5 年 p.42「たしかめよう」,「わくわく理科プラス」4 年 p.12

⑥ 観察・実験などの活動
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観 点 啓林館の特色 具体例
６. 児童の個人差に配慮して，
　  個に応じた学習に対応できる
　  ように工夫されているか。 

■「わくわく理科プラス」
・「学習のはじめに」では，単元導入時点での自分の考えの確認をし，「学習の終わりに」では，

学習後の自分を見つめる場を設け，児童一人ひとりの考えを大切にして学習を進めていくこ
とができるようにしている。

■「わたしのくふう」
・児童一人ひとりが学習を進めていくことができるよう，「わたしのくふう」などでさまざまな

方法を例示して，自由な発想を促している。

●各学年「わくわく理科プラス」
● 3 年 p.102　鏡ではね返した日光によるあたたかさを，さまざまな方法で比べられるようにしている。
● 5 年 p.104　流れる水と地面のようすのモデル実験で，さまざまな観察・記録の方法を例示している。

７. 発展的な学習内容が，無理なく
　  適期に設定されているか。

■「発展」
・ロゴを添えたわかりやすいマークで本文の内容と明瞭に区別しつつ，児童の興味・関心に応

じて単元の学習内容をさらに深めたり広げたりできる内容を，単元内の「理科の広場」，単元
末の「力だめし」，「ひろげよう」などで，適期に扱っている。

● 3 年 p.47「ジャンボこいのぼり」，6 年 p.96「水よう液が変化させるもの」，
　 6 年 p.106「月食や日食が起こるしくみ」　など
●「発展」の位置づけ・扱いについては，教科書の裏表紙に明記している。

１. 見通しをもって，主体的に観察・
　  実験を行うことができるか。

■見通しをもって活動できる配慮
・観察・実験にあたって，児童の問題意識を大切にし，予想や計画を立てたり，自分の力で問

題に取り組んだりできるように工夫している。

●観察・実験の結果・考察は，同じ見開きには示さず，ページをめくったところに掲載し，
　児童が自分で考えながら問題に取り組むことができるようにしている。

■児童が自ら活動できる配慮
・観察・実験にタイトルを付け，活動のねらいを明確にしている。また，手順の説明は，わか

りやすく順を追って配置し，要点をつかめる写真やイラスト，記録カードを掲載して，主体
的に活動ができるように配慮している。

● 6 年 p.119　地層のでき方のモデル実験では，「あらかじめ水を少し入れておく」「れき・砂・泥が
　 混ざった土を使う」「水を少しずつ流す」などのコツを明示するとともに，複雑な実験装置も，
　 わかりやすい写真で一目で把握できるようにしている。

２. 安全面・衛生面に十分配慮し，
　  確実に観察・実験を進めることが
　 できるか。

■観察・実験における安全の徹底
・従来から高い評価をいただいている「みんなで使う理科室」を 4 年，6 年に設けて，理科室

でのルールやマナーを身に付け，器具や薬品の扱いに習熟できるようにしている。
・各観察・実験では，「！マーク」の注意文のほか，「換気」「安全眼鏡」などの注意に，視覚的

にわかりやすい共通のマークを設けている。野外の活動や夜間の観察での注意，手を洗うな
どの衛生面の配慮も，漏れなく示している。

● 4 年 p.102-107「みんなで使う理科室 ～実験器具を正しく使おう～」では，理科室で実験する際
　 の心構えや器具の使い方，片付け方を丁寧に紹介している。
● 6 年 p.78-81「みんなで使う理科室 ～薬品や器具を正しく使おう～」では，水溶液を扱うときの
　 注意や器具の使い方を，詳しく解説している。
● 3 年巻末「たんけんカード」，4 年「わくわく理科プラス」p.2「思い出してみよう」では，野外の
　 観察での服装や注意，危険な生物を，まとめて記載している。

３. 観察・実験などの数や程度は適切か。 ■発達段階に応じた観察・実験の設定
・児童が実感をもって問題解決学習を行うのに適切で，かつ，十分な技能の定着を図ることが

できる観察・実験の数としている。特に 3・4 年では，内容に応じてスモールステップに区切り，
児童が理解しやすいようにしている。

・授業時間内で児童が主体的に実施でき，よい結果が得られる内容・手順としている。

【 観察・実験・資料調べの数 】
3 年　観察 15，実験 14，資料調べ 0
4 年　観察 15，実験 17，資料調べ 2
5 年　観察 8，実験 11，資料調べ 5
6 年　観察 4，実験 21，資料調べ 11

４. 器具・材料は入手しやすく，
　  身近なものを使用しているか。

■観察・実験器具
・安全で扱いやすい器具や，児童の身近な道具や材料を使用するように配慮し，わかりやすい

方法や新しい器具・材料の使用も提案し，確実に観察・実験を進めることができるようにし
ている。

● 4 年 p.106 ～では，安全・簡便で火力が強い「実験用ガスコンロ」を採用している。
● 6 年 p.25-26 では，素早く簡単で，児童が抵抗感なく実験できるように，
　 ろ紙に唾液をしみこませる方法を採用している。
● 5 年 p.163，6 年 p.169 では，出力が安定した電源装置を掲載している。

■栽培教材
・全国的に育てやすく，都市部の学校などで広い場所の確保が難しくても栽培でき，かつ，各

学年の学習の目的に適した教材を採用している。

● 3 年…丈夫で育てやすく，根・茎・葉や花と実がよくわかるホウセンカを主教材に，
　 丈夫で花期の長いマリーゴールド，ヒマワリを副教材に採用している。
● 4 年…実が多数でき，プランター栽培も可能なヒョウタンを主教材に，暑さに強いツルレイシ，
　 大きく育つヘチマを副教材に採用している。
● 5 年…単元配列の変更に伴い，受粉実験の配当時期を考慮してヘチマを主教材に，
　 同様に観察しやすいオモチャカボチャやヒョウタンを副教材に採用している。
● 6 年…光合成実験が特に実感できるジャガイモを主教材に，丈夫で育てやすいホウセンカや，
　 5 年生でも栽培するインゲンマメを副教材に採用している。

５. 基本的な技能を習得できるように
　  配慮されているか。

■基本操作
・基本的な器具の使い方を丁寧に解説し，適宜「練習しよう」を設け，単元末「たしかめよう」

にも適宜，練習問題を設けている。「わくわく理科プラス」の「思い出してみよう」でも , 適宜 ,
器具の使い方について扱っている。

● 3 年 p.95 温度計の使い方，5 年 p.34-35 顕微鏡の使い方　など
● 5 年 p.138-139 上皿てんびんの使い方，6 年 p.81 ピペットの使い方　など
● 5 年 p.42「たしかめよう」,「わくわく理科プラス」4 年 p.12

発展マーク

●6年p.119「地層のでき方」

●4年p.103「みんなで使う理科室」

●5年p.9
　「いろいろな地域でのヘチマの育ち」

●6年p.81「ピペットの使い方」
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観 点 啓林館の特色 具体例
１. 環境教育（ESD：持続可能な
　  開発のための教育）について，
　  適切に取り上げられているか。

■環境教育（ESD：持続可能な開発のための教育）
・各学年巻頭では，自然へのアプローチの仕方に関連したテーマを設定し，科学的な視点から，

学習内容にいざなうものとしている。
・特に 6 年巻頭では，「自然とともに生きる」をテーマに，地球に生きるわたしたちと，大気や

水，緑や生命とのかかわりを考える場を設けている。また，6 年最終単元「10. 自然ととも
に生きる」は，「環境」に関する内容の総まとめとして設け，単元の最後に「わたしたちにで
きること」を新設し，ESD の考え方を丁寧に紹介している。

・各学年の「理科の広場」「ひろげよう」，5・6 年「地域資料集」などでも，環境に関する話題
や資料を，豊富に紹介している。また，6 年「地域資料集」では，全国の小学生による環境
保護活動を紹介し，環境保護を身近に感じられるようにしている。

●各学年巻頭
● 6 年巻頭 -p.3「自然とともに生きる」
● 6 年 p.176「10. 自然とともに生きる」
● 6 年 p.194-195「ふるさとの自然環境を守り育てる活動」
● 3 年 p.104「日光を部屋の明かりに（太陽光利用）」，
　 5 年 p.116「川とともにくらすための昔からのくふう（水源の森）」，
　 6 年 p.74「水質調査（水生生物による水質調査）」 　など

２. ICT 教育を積極的に取り上げ，
　 情報の収集・整理・表現活動を
　 効果的に行うことができるか。

■ICT 教育の推進
・コンピュータやデジタルカメラなどの活用に適した箇所では，紙面にコンピュータマークを付

けて具体例を示すなどして，積極的にコンピュータの利用を促している。
・授業をサポートするため，電子黒板に対応したデジタル教科書も発行予定である。

● 3 年 p.12 自然の観察，
　 4 年 p.8 コンピュータを使った記録や整理，
　 5 年 p.88 インターネットを利用した気象情報調べ，
　 6 年 p.26 消化と吸収についての資料調べ　など

３. 家庭学習への対応が図られ，
　  理科好きな児童に育てる工夫が
　  されているか。

■家庭学習への対応
・「わくわく理科プラス」は，「学習のはじめに」，「学習の終わりに」，「学年末問題」などで構成され，

家庭での予習・復習にも対応している。
・本冊各学年裏表紙，「わくわく理科プラス」各学年裏表紙にも「保護者の方へ」のメッセージ

を掲載し，理科でつけたい力を伝えるとともに，理科の魅力を，家庭でも児童と共に感じて
いただけるようにしている。

・3・4 年では，野外への持ち運びに適した「切り取り教具」を巻末に付け，校外学習や家庭学
習の機会にも活用できるようにして，児童の関心を高めるよう工夫している。

・各学年単元内に設けた「やってみよう」「つくってみよう」や，4-6 年各巻末の「つくってみ
よう　ものづくり広場」では，おもちゃづくりを家庭でも実施できるように，写真や図を多
用し，丁寧に手順を示している。

●各学年「わくわく理科プラス」
●各学年裏表紙「保護者の方へ」
●「わくわく理科プラス」各学年裏表紙
● 3 年巻末「たんけんカード」，4 年巻末「光る星座カード」
● 3 年 p.30,46,91,146,　4 年 p.92,140,154,164，
　 5 年 p.19，25, 92,158，6 年 p.33,65　などの「やってみよう」・「つくってみよう」
● 4-6 年各巻末「つくってみよう　ものづくり広場」
●各学年「自由研究」

４. 道徳教育，国際理解教育への
　  配慮は充実しているか。

■人権の尊重
・男女の役割を固定せず，児童一人ひとりが主人公で，互いに協力しながら観察・実験を進め

ている写真やイラストを掲載し，性別，人種，身体的特徴，さまざまな障害などに十分配慮
している。車椅子を利用している場面も掲載している。

・国際理解教育の一環として，海外の話題を紹介し，外国人の児童と協力して活動する様子も
紹介している。

・弱視児童への配慮として，現行の教科書と同様に，拡大教科書も発刊予定である。
※真理を求める態度，働くことの意義の理解，公徳心の育成，伝統と文化の尊重等については，
「① 教育基本法第２条」の項をご参照下さい。

● 3 年 p.23，4 年 p.97，5 年 p.105，6 年 p.126 など　男女の協力
● 3 年 p.155，4 年 p.55，6 年 p.136 など　車椅子の児童とともに活動
● 5 年 p.169　電動車椅子の紹介
● 3 年 p.19，4 年 p.75，162，5 年 p.12　など　国際理解教育

１. 地域の自然環境や施設，人材を
　  活かした学習ができるように
　  配慮されているか。

■地域の特色を活かした学習
・地域の特色を活かした学習を可能にする資料を充実させ，身近な自然に興味をもち，それを

大切にする態度を育てるようにしている。
・栽培植物には副教材を豊富に紹介し，地域に応じた学習ができるようにしている。

● 6 年 p.75「未来へひろがる地域の技術」
● 5 年 p.176-191，6 年 p.192-207「地域資料集」

■施設や人材を活かした学習
・図書館や科学館，博物館などの各種地域施設の活用，地域の人への取材などを積極的に取り

入れ，地域に根ざした学習ができるように配慮している。

● 4 年 p.52-55「自由研究」では，地域の施設や観察会に出かけて自由研究を行うことを促し，
　 さまざまな体験を通して児童の興味を広げるようにしている。
● 5 年 p.176-177，6 年 p.192-193「わたしたちの地域の自然」では，各学年の学習内容とかかわり
　 が深い地域施設を，全国各地から紹介している。

⑦ 今日的課題への対応

⑧ 地域性
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観 点 啓林館の特色 具体例
１. 環境教育（ESD：持続可能な
　  開発のための教育）について，
　  適切に取り上げられているか。

■環境教育（ESD：持続可能な開発のための教育）
・各学年巻頭では，自然へのアプローチの仕方に関連したテーマを設定し，科学的な視点から，

学習内容にいざなうものとしている。
・特に 6 年巻頭では，「自然とともに生きる」をテーマに，地球に生きるわたしたちと，大気や

水，緑や生命とのかかわりを考える場を設けている。また，6 年最終単元「10. 自然ととも
に生きる」は，「環境」に関する内容の総まとめとして設け，単元の最後に「わたしたちにで
きること」を新設し，ESD の考え方を丁寧に紹介している。

・各学年の「理科の広場」「ひろげよう」，5・6 年「地域資料集」などでも，環境に関する話題
や資料を，豊富に紹介している。また，6 年「地域資料集」では，全国の小学生による環境
保護活動を紹介し，環境保護を身近に感じられるようにしている。

●各学年巻頭
● 6 年巻頭 -p.3「自然とともに生きる」
● 6 年 p.176「10. 自然とともに生きる」
● 6 年 p.194-195「ふるさとの自然環境を守り育てる活動」
● 3 年 p.104「日光を部屋の明かりに（太陽光利用）」，
　 5 年 p.116「川とともにくらすための昔からのくふう（水源の森）」，
　 6 年 p.74「水質調査（水生生物による水質調査）」 　など

２. ICT 教育を積極的に取り上げ，
　 情報の収集・整理・表現活動を
　 効果的に行うことができるか。

■ICT 教育の推進
・コンピュータやデジタルカメラなどの活用に適した箇所では，紙面にコンピュータマークを付

けて具体例を示すなどして，積極的にコンピュータの利用を促している。
・授業をサポートするため，電子黒板に対応したデジタル教科書も発行予定である。

● 3 年 p.12 自然の観察，
　 4 年 p.8 コンピュータを使った記録や整理，
　 5 年 p.88 インターネットを利用した気象情報調べ，
　 6 年 p.26 消化と吸収についての資料調べ　など

３. 家庭学習への対応が図られ，
　  理科好きな児童に育てる工夫が
　  されているか。

■家庭学習への対応
・「わくわく理科プラス」は，「学習のはじめに」，「学習の終わりに」，「学年末問題」などで構成され，

家庭での予習・復習にも対応している。
・本冊各学年裏表紙，「わくわく理科プラス」各学年裏表紙にも「保護者の方へ」のメッセージ

を掲載し，理科でつけたい力を伝えるとともに，理科の魅力を，家庭でも児童と共に感じて
いただけるようにしている。

・3・4 年では，野外への持ち運びに適した「切り取り教具」を巻末に付け，校外学習や家庭学
習の機会にも活用できるようにして，児童の関心を高めるよう工夫している。

・各学年単元内に設けた「やってみよう」「つくってみよう」や，4-6 年各巻末の「つくってみ
よう　ものづくり広場」では，おもちゃづくりを家庭でも実施できるように，写真や図を多
用し，丁寧に手順を示している。

●各学年「わくわく理科プラス」
●各学年裏表紙「保護者の方へ」
●「わくわく理科プラス」各学年裏表紙
● 3 年巻末「たんけんカード」，4 年巻末「光る星座カード」
● 3 年 p.30,46,91,146,　4 年 p.92,140,154,164，
　 5 年 p.19，25, 92,158，6 年 p.33,65　などの「やってみよう」・「つくってみよう」
● 4-6 年各巻末「つくってみよう　ものづくり広場」
●各学年「自由研究」

４. 道徳教育，国際理解教育への
　  配慮は充実しているか。

■人権の尊重
・男女の役割を固定せず，児童一人ひとりが主人公で，互いに協力しながら観察・実験を進め

ている写真やイラストを掲載し，性別，人種，身体的特徴，さまざまな障害などに十分配慮
している。車椅子を利用している場面も掲載している。

・国際理解教育の一環として，海外の話題を紹介し，外国人の児童と協力して活動する様子も
紹介している。

・弱視児童への配慮として，現行の教科書と同様に，拡大教科書も発刊予定である。
※真理を求める態度，働くことの意義の理解，公徳心の育成，伝統と文化の尊重等については，
「① 教育基本法第２条」の項をご参照下さい。

● 3 年 p.23，4 年 p.97，5 年 p.105，6 年 p.126 など　男女の協力
● 3 年 p.155，4 年 p.55，6 年 p.136 など　車椅子の児童とともに活動
● 5 年 p.169　電動車椅子の紹介
● 3 年 p.19，4 年 p.75，162，5 年 p.12　など　国際理解教育

１. 地域の自然環境や施設，人材を
　  活かした学習ができるように
　  配慮されているか。

■地域の特色を活かした学習
・地域の特色を活かした学習を可能にする資料を充実させ，身近な自然に興味をもち，それを

大切にする態度を育てるようにしている。
・栽培植物には副教材を豊富に紹介し，地域に応じた学習ができるようにしている。

● 6 年 p.75「未来へひろがる地域の技術」
● 5 年 p.176-191，6 年 p.192-207「地域資料集」

■施設や人材を活かした学習
・図書館や科学館，博物館などの各種地域施設の活用，地域の人への取材などを積極的に取り

入れ，地域に根ざした学習ができるように配慮している。

● 4 年 p.52-55「自由研究」では，地域の施設や観察会に出かけて自由研究を行うことを促し，
　 さまざまな体験を通して児童の興味を広げるようにしている。
● 5 年 p.176-177，6 年 p.192-193「わたしたちの地域の自然」では，各学年の学習内容とかかわり
　 が深い地域施設を，全国各地から紹介している。

●6年p.194-195
「ふるさとの自然環境を守り育てる活動」

●6年p.192-193「地域資料集」

●4年p.75「国際理解教育」

●5年「わくわく理科プラス」
　p.28-29「学習のはじめに」

●5年「わくわく理科プラス」
　p.30-31「学習の終わりに」
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観 点 啓林館の特色 具体例
１. 文章表現や用語の解説は，論理的で
　  わかりやすく，正確か。

■文章は論理的でわかりやすく，児童自らが学習を進める上で必要な情報・学習事項を正しく
示している。なお，3 年の本文では，親しみやすい敬体文を用いている。

■科学的用語は学術用語集などに従い，単位記号は，算数科との関連を考慮するとともに，国
際単位系に準拠して，正しく扱っている。

●すべての観察・実験において，結果は過去形（「～だった」など）で表記し，接続語を適宜挟んで
　（「このことから」「このように」など），考察・結論部分は現在形（「～がわかる」「～である」など）
　で表記するよう統一している。

●単位記号… 　 ， 　　，　　 など

２. 漢字かな遣いや書体は，国語科との
　  関連が配慮されているか。

■検定基準の改正を受け，当該学年までの配当漢字を積極的に使用している（各見開きで初出
箇所にふりがな付）。科学的用語では，上位学年の配当漢字も適宜使用している。また，アルファ
ベットを用いる際にも，ふりがなを付けている。

■本文には「教科書体」を採用し，習得すべき重要な科学的用語は太字で記している。その他
の文章にも，点画の正しい「学参フォント」を採用している。

● 3 年「銅」，4 年「星座」，5 年「電磁石」など　（「銅」は 5 年配当，「座」「磁」は 6 年配当）
●一般的な書体…　北　（第 2 画の縦棒が下に突き出てしまう）
　学参フォント…　 　（第 2 画と 3 画が正しく表現される）

３. 写真や図は鮮明で，学習効果を
　  高めるように配慮されているか。

■自然の素晴らしさを伝える鮮明な写真や，精密に描かれた自然や生物のイラスト，児童の目
線で撮った写真や，活動が見える効果的なイラストを適所に配置して，児童の学習意欲を喚
起することができるように配慮している。

● 3 年 p.70-71　アオスジアゲハ，ナナホシテントウ，アブラゼミなどの生態を，美しく迫力ある
　イラストで表現し，学習意欲を高める紙面としている。

４. デザインやレイアウトは，
　  わかりやすく見やすいものに
　  なっているか。

■問題解決の流れ（問題の発見，予想・計画，観察・実験，結果・考察）を，わかりやすいマー
クとロゴで表記し，児童が学習しやすく，新任の先生や理科専科以外の先生にも，指導しや
すい紙面としている。

■特別支援教育への配慮
・判型を AB 判とし，ダイナミックでインパクトのある写真・図を掲載するとともに，余裕の

あるレイアウトにし，見やすいものにしている。
・観察・実験の手順を示す文を矢印で結ぶ，問題の文やキャラクターのセリフを全て意味改行

するなど，特別支援教育の専門家の先生監修のもと，すべての子どもたちが支障なく学習で
きるインクルーシブ教育に配慮している。

・観察・実験後の「結果からわかること（考察）」の本文記述について，太字・青下線を施し，「結
果」との違いをより明確にし，おさえるべき学習内容を視覚的によりわかりやすく示している。

●各学年の表紙は，理科に対する期待感をもち，教科書を開いてみたいと思わせる魅力あふれるデザイン
　としている。
●各学年の「単元導入」では，写真をダイナミックにレイアウトしている。
● 3 年 p.23，4 年 p.117，5 年 p.32，6 年 p.105 など　キャラクターのセリフ
● 3 年 p.27，4 年 p.30，5 年 p.106，6 年 p.26 など　「結果からわかること（考察）」の文章

■色覚の特性や弱視児童への配慮
・カラーユニバーサルデザインの観点から，色覚の個人差を問わず，すべての児童が支障なく学

習できるように，配色・表現を配慮している。
・弱視児童への配慮として，現行の教科書と同様に，拡大教科書も発刊予定である。

●危険防止の注意マークと文字色に「赤」よりも目立ちやすい「朱赤」を採用，
　見分けやすい配色（朱赤－黒）の導線を採用（3 年 p.112-120 ほか），
　見分けづらいリトマス紙等に色名を付記（6 年 p.86 ほか），
　植物の染色液に，見分けやすい青色を採用（6 年 p.44-46）など

１．印刷は鮮明か。 ■写真やイラストは色や質感の再現を重視するなど，鮮明な印刷となるようにしている。 ● 3 年巻頭　テントウムシの鮮やかな色合いや質感，光沢までを忠実に再現し，理科学習の第一歩に
　あたって，鮮明な印象を与えられるようにしている。

２．文字は読みやすいか。 ■発達段階に合わせて文字の大きさを変え，文字間や行間も読みやすく設定している。また，
文章の位置付けに応じて，それぞれ最適な書体を採用している。

●危険防止の注意文は，朱赤のゴシック体とし，はっきり目立つようにしている。

３．耐久性は十分か。 ■軽量で印刷が鮮明，かつ長期の取り扱いに耐えうる丈夫な用紙を用いている。
■別冊「わくわく理科プラス」の用紙は鉛筆で書き込みやすいものを採用し，３カ所綴じで強

度を保ち，針金を内側に曲げることで安全面にも配慮している。
■屋外に持ち運べる切り取り教具は，印刷面を保護し，水に強い加工を施している。

●表紙と切り取り教具は，折り曲げる部分に「スジ入れ加工」を施し，閉じ開きがスムーズになるよう
　にしている。
● 4 年巻末「光る星座カード」では，蓄光インキを保護するために，特に丈夫な加工を施している。

４．造本上の工夫はされているか。 ■見やすさと読みやすさを配慮した AB 判サイズの教科書としている。
■ AB判でも開きやすく，強度も保てる「あじろ綴じ」を採用している。
■児童が効果的に学習できるように，3・4 年の巻末には切り取り教具を用意するなどしている。
■「わくわく理科プラス」の紛失・脱落防止のため，本冊の巻末にコーナーポケットを設けている。

●新たに AB判となり判型は大きくなったが，軽量な用紙の採用により，1 学年あたりの重さを 450～
　550g 程度に抑えて，児童の取り扱いや持ち運びに，負担にならないようにしている。
●切り取り教具では，十分な情報量を掲載できるよう，AB 判見開き表裏としている。

５．環境への配慮はされているか。 ■再生紙と植物油インキを使用して，美しい紙面を保ちながらも，環境に対して十分に配慮し
ている。

●再生紙と植物油インキの使用については，各学年裏表紙に明記し，児童の環境への意識を高める
　ようにしている。

⑨ 表記・表現

⑩ 印刷・造本
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観 点 啓林館の特色 具体例
１. 文章表現や用語の解説は，論理的で
　  わかりやすく，正確か。

■文章は論理的でわかりやすく，児童自らが学習を進める上で必要な情報・学習事項を正しく
示している。なお，3 年の本文では，親しみやすい敬体文を用いている。

■科学的用語は学術用語集などに従い，単位記号は，算数科との関連を考慮するとともに，国
際単位系に準拠して，正しく扱っている。

●すべての観察・実験において，結果は過去形（「～だった」など）で表記し，接続語を適宜挟んで
　（「このことから」「このように」など），考察・結論部分は現在形（「～がわかる」「～である」など）
　で表記するよう統一している。

●単位記号… 　 ， 　　，　　 など

２. 漢字かな遣いや書体は，国語科との
　  関連が配慮されているか。

■検定基準の改正を受け，当該学年までの配当漢字を積極的に使用している（各見開きで初出
箇所にふりがな付）。科学的用語では，上位学年の配当漢字も適宜使用している。また，アルファ
ベットを用いる際にも，ふりがなを付けている。

■本文には「教科書体」を採用し，習得すべき重要な科学的用語は太字で記している。その他
の文章にも，点画の正しい「学参フォント」を採用している。

● 3 年「銅」，4 年「星座」，5 年「電磁石」など　（「銅」は 5 年配当，「座」「磁」は 6 年配当）
●一般的な書体…　北　（第 2 画の縦棒が下に突き出てしまう）
　学参フォント…　 　（第 2 画と 3 画が正しく表現される）

３. 写真や図は鮮明で，学習効果を
　  高めるように配慮されているか。

■自然の素晴らしさを伝える鮮明な写真や，精密に描かれた自然や生物のイラスト，児童の目
線で撮った写真や，活動が見える効果的なイラストを適所に配置して，児童の学習意欲を喚
起することができるように配慮している。

● 3 年 p.70-71　アオスジアゲハ，ナナホシテントウ，アブラゼミなどの生態を，美しく迫力ある
　イラストで表現し，学習意欲を高める紙面としている。

４. デザインやレイアウトは，
　  わかりやすく見やすいものに
　  なっているか。

■問題解決の流れ（問題の発見，予想・計画，観察・実験，結果・考察）を，わかりやすいマー
クとロゴで表記し，児童が学習しやすく，新任の先生や理科専科以外の先生にも，指導しや
すい紙面としている。

■特別支援教育への配慮
・判型を AB 判とし，ダイナミックでインパクトのある写真・図を掲載するとともに，余裕の

あるレイアウトにし，見やすいものにしている。
・観察・実験の手順を示す文を矢印で結ぶ，問題の文やキャラクターのセリフを全て意味改行

するなど，特別支援教育の専門家の先生監修のもと，すべての子どもたちが支障なく学習で
きるインクルーシブ教育に配慮している。

・観察・実験後の「結果からわかること（考察）」の本文記述について，太字・青下線を施し，「結
果」との違いをより明確にし，おさえるべき学習内容を視覚的によりわかりやすく示している。

●各学年の表紙は，理科に対する期待感をもち，教科書を開いてみたいと思わせる魅力あふれるデザイン
　としている。
●各学年の「単元導入」では，写真をダイナミックにレイアウトしている。
● 3 年 p.23，4 年 p.117，5 年 p.32，6 年 p.105 など　キャラクターのセリフ
● 3 年 p.27，4 年 p.30，5 年 p.106，6 年 p.26 など　「結果からわかること（考察）」の文章

■色覚の特性や弱視児童への配慮
・カラーユニバーサルデザインの観点から，色覚の個人差を問わず，すべての児童が支障なく学

習できるように，配色・表現を配慮している。
・弱視児童への配慮として，現行の教科書と同様に，拡大教科書も発刊予定である。

●危険防止の注意マークと文字色に「赤」よりも目立ちやすい「朱赤」を採用，
　見分けやすい配色（朱赤－黒）の導線を採用（3 年 p.112-120 ほか），
　見分けづらいリトマス紙等に色名を付記（6 年 p.86 ほか），
　植物の染色液に，見分けやすい青色を採用（6 年 p.44-46）など

１．印刷は鮮明か。 ■写真やイラストは色や質感の再現を重視するなど，鮮明な印刷となるようにしている。 ● 3 年巻頭　テントウムシの鮮やかな色合いや質感，光沢までを忠実に再現し，理科学習の第一歩に
　あたって，鮮明な印象を与えられるようにしている。

２．文字は読みやすいか。 ■発達段階に合わせて文字の大きさを変え，文字間や行間も読みやすく設定している。また，
文章の位置付けに応じて，それぞれ最適な書体を採用している。

●危険防止の注意文は，朱赤のゴシック体とし，はっきり目立つようにしている。

３．耐久性は十分か。 ■軽量で印刷が鮮明，かつ長期の取り扱いに耐えうる丈夫な用紙を用いている。
■別冊「わくわく理科プラス」の用紙は鉛筆で書き込みやすいものを採用し，３カ所綴じで強

度を保ち，針金を内側に曲げることで安全面にも配慮している。
■屋外に持ち運べる切り取り教具は，印刷面を保護し，水に強い加工を施している。

●表紙と切り取り教具は，折り曲げる部分に「スジ入れ加工」を施し，閉じ開きがスムーズになるよう
　にしている。
● 4 年巻末「光る星座カード」では，蓄光インキを保護するために，特に丈夫な加工を施している。

４．造本上の工夫はされているか。 ■見やすさと読みやすさを配慮した AB 判サイズの教科書としている。
■ AB判でも開きやすく，強度も保てる「あじろ綴じ」を採用している。
■児童が効果的に学習できるように，3・4 年の巻末には切り取り教具を用意するなどしている。
■「わくわく理科プラス」の紛失・脱落防止のため，本冊の巻末にコーナーポケットを設けている。

●新たに AB判となり判型は大きくなったが，軽量な用紙の採用により，1 学年あたりの重さを 450～
　550g 程度に抑えて，児童の取り扱いや持ち運びに，負担にならないようにしている。
●切り取り教具では，十分な情報量を掲載できるよう，AB 判見開き表裏としている。

５．環境への配慮はされているか。 ■再生紙と植物油インキを使用して，美しい紙面を保ちながらも，環境に対して十分に配慮し
ている。

●再生紙と植物油インキの使用については，各学年裏表紙に明記し，児童の環境への意識を高める
　ようにしている。

●6年p.22-23「単元導入」

助言キャラクター
「モーリー」

解決していく
問題だよ。

自分の考えを伝えたり，友
とも

達
だち

の考えを聞いたりしよう。

前に学習したことや経験した
ことを思い出そう。

「わくわく理科プラス」 を使おう。

注目しよう。

環境の話題だよ。

コンピュータを使ってみよう。

ほかの方法もあるよ。

よゆうがあったら，
チャレンジしよう。
（中学校の理科で学習する
 内容もふくみます。）

安全のために，特に注意する。

安全眼
めがね

鏡をかける。

窓
まど

を開けたり，かん気せんを
回す。

実験で出た液は，先生に聞い
て処
しょ

理
り

する。

火を近づけない。

はものやガラスなどでのけが
に気をつける。

やけどに気をつける。

強い光で目をいためないよう
にする。

強い電気に気をつける。



●第二部　詳説

指導書のご紹介 平成27年度用 わくわく理科 ３〜６年 指導書

要点編 日々の理科指導のために

紹介しております
紙面は , 一例です。
内容は変更になる
場合があります。

わくわく 理科54

板書例を示すことにより，具体的に授業を
シミュレーションすることができます。

「わくわく理科プラ

ス」の詳しい活用

方法や，問いかけ

への記入例と解説

を掲載しています。

教科書に掲載した事例以外にも，
日常生活とのつながりを解説しています。



●第二部　詳説

●第二部　詳説

●第一部

平成27年度用 わくわく理科 ３〜６年 指導書
研究編

付 録

総 説

授業研究・教材研究のために

子ども資料集

わくわくデータ集

観察・実験の記録カードや読物，
理科テストとその解答があります。

「理科教育のガイダンス」 や，「安全ハンドブック」などをご用意する予定です。

CD-ROM に，評価基準や
子ども資料集の紙面データを
収録しています。

わくわく 理科 55

詳しい評価資料や指導案を掲載しています。

観察・実験のポイントを丁寧に解説しています。安全の
ための留意点も，じゅうぶんに盛り込んでいます。

単元末の「ひろげよう」の解説も，
コピーして配ることができます。



デジタル教科書のご紹介

わくわく 理科56

デジタル教科書が大きく生まれ変わります。
多くの教科書会社が結集して立ち上げた CoNETS の教科書紙面ビューアを採用することで，
ユーザインターフェースも共通化され，操作に戸惑うことなく，安心してご利用いただけます。

子どもの理解を助けるコンテンツを豊富に盛り込みました。

①拡大・縮小がより簡単に，より
イメージ通りに行えます。

②書き込み用に豊富な線種を準備
いたしました。

③教科書画面やコンテンツを複数
立ち上げ，それらを素早く相互に
移動できます。2 画面表示も可能
です。

④画面への書き込みや画像の貼り
込みの状態をそのまま保存でき
ます。指導履歴の保存に便利です。
カスタマイズした教科書画面の
保存も可能です。

○付録の CD-ROM にデジタル教科書の機能の紹介を収録しています。
【start.html】をクリックしてご覧下さい。
（動作環境） 
【OS】WindowsXP/Vista/7/8（デスクトップモード），【ディスプレイ】WXGA(1280 × 800) 以上，
【ブラウザ】Microsoft Internet Explorer8 以上

○以下の各ファイルも CD-ROM に収録しています。
　・学習指導要領との関連 　・観点別特色一覧表 　・年間指導計画

順を追って説明したい
内容は，スライドで何
度も繰り返し提示でき
るようにしました。

スライド
実際にドラッグ操作で
動かしながら，実感を
伴って理解できるよう
にしました。

シミュレーション
器具や道具の操作を実
際に見ながらできるよ
うに，動画は子どもの
目線で撮影しました。

動画・サウンド
確実に習得したい内容
を繰り返し練習するこ
とで，基礎・基本の確
実な定着をはかります。

フラッシュカード

※ Internet Explorer は Microsoft の商標です。

ビューアの特徴

豊富なコンテンツ

画面は開発中のものです。機能を含め変更になる場合があります。
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５年本冊の裏表紙では，気象学者・藤田哲也氏を，６年本冊の裏表紙では，地震学者・今村明恒氏を紹介し，
防災・減災の意識を高められるようにしています。

3年  ヒマワリ畑 4年  光電池で動く飛行機 5年  ナイカ鉱山 ６年  コケにおおわれたブナ

わくわく理科　表紙のご紹介

わ わく く理科 Q& A
３年別冊 p.10 などで，子どものかき込み欄が方眼になっているのはなぜですか？

子どもたちが文字だけでなく絵を使ってかき込むことが想定される箇所では，方眼にしました。「わくわく理科プラス」
では，子どもたち一人ひとりが自分の考えをかき込むことで，言語活動の充実を図り，主体的に学習を進めることがで
きるようにしています (→ p.2-3，6-7，17)。

Q1

A

４年本冊 p.121「ひろげよう」で，東京スカイツリーを取り上げたのはなぜですか？

東京スカイツリーを組み立てる際に，日射による鉄骨の熱膨張が作業に影響したという話題は，学習内容と深く関連するため，
取り上げました。さらに，鉄骨のわずかな熱膨張が影響するほど精密な作業によって，巨大な建造物がつくられているという
事実をぜひ知ってほしいと考えています。このように単元末の「ひろげよう」・「未来へひろがる日本の技術」では，自分たち
が学んだ理科は，確かに目の前の世界につながっているということを強く印象づける題材を取り上げています (→ p.18-19)。

Q2

A

５年本冊巻頭「自然を読みとく」にある，「朝，にじが出ると，雨になる」という言い伝えの意味は何ですか？

虹は太陽とは反対側の空に雨が降っているときに起こる現象ですので，朝，東の空に太陽があるとき，虹が見えるということは，西
の空で雨が降っているということであり，天気は西から変化していくという学習内容を考慮しますと「朝の虹は雨になる」というわ
けです。このように本冊の巻頭は，自然へのアプローチの仕方について，科学的な視点から各学年の内容にいざなうものにしています。

Q3

A

６年本冊 p.44-45 の「観察１」で，赤色ではなく青色の染色液が使われているのはなぜですか？

色覚の個人差を問わず，紙面の内容が判別しやすいようにするために染色液の色を青色に変更しました。このように，
カラーユニバーサルデザイン (CUD) の観点から，紙面全体について配色 ･表現に配慮しています (→ p.15)。

Q4

A

藤
ふじ

田
た

哲
てつ

也
や

（1920 年～ 1998 年）

　竜
たつ

巻
まき

の研究者として世界で活やくし，「ミスター・トル
ネード」とよばれました。かれが考案した竜巻の大きさの
基
き

準
じゅん

「藤田スケール」は，現
げん

在
ざい

でも国
こく

際
さい

的に用いられてい
ます。また，積

せき

雲
うん

や積
せき

乱
らん

雲
うん

からとつぜんふきおろす風のし
くみを解

かい

明
めい

し，飛行機の安全な運行にこうけんしました。

気象の研究につくした日本の科学者 地
じ

震
しん

の研究につくした日本の科学者
今
いま

村
むら

明
あき

恒
つね

（1870 年～ 1948 年）

　地震について熱心に研究し，「地震の神様」とよばれまし
た。かれは，関東大震災を事前に予想し，人々に防災の大
切さを説きました。また，地震と津

つ

波
なみ

の関係を初めてとな
え，津波のひ害を防ぐために，小学校の教科書に「稲

いな

むら
の火」という物語をのせることをうったえました。



拡大教科書
■弱視児童への配慮として，通常の教科書の文字や図形，イラストなどを大きく，
　読みやすくした教科書です。

■弱視の程度に合わせて選べるように，文字の大きさを違えたものを３種類ご用意
　しました。

■弊社教科書の算数，理科，生活科の３教科，全学年で発行します。

平成 27 年度用 内容解説資料 B

教科書番号
３年　336/337
４年　436/437
５年　536/537
６年　636/637

本社 〒543-0052 大阪市天王寺区大道4丁目3-25
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糸乗      前 
入月  俊明 
内田 麻理香
内山  裕之
畦      浩二
大隅  良典

尾崎  浩巳
梶山  正明

黒田  武彦

香西      武
島      善信
菅井  啓之

元東京大学総長 
東京大学教授
東京学芸大学教授
洗足学園小学校教諭 
大阪教育大学教授 
立教大学教授 
大阪教育大学准教授 
宇都宮大学教授 
滋賀大学教授 
島根大学教授 
サイエンスコミュニケーター 
近大姫路大学教授 
大阪教育大学教授 
自然科学研究機構基礎
生物学研究所 名誉教授
岐阜大学名誉教授 
筑波大学附属駒場中・
高等学校教諭	
元兵庫県立大学西はりま
天文台公園園長
鳴門教育大学教授
大阪教育大学特任教授 
京都光華女子大学教授 
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中西      史
中林  健一
中谷内 政之

林      武広 
久田  隆基
平野  俊英

奈良女子大学附属小学校教諭 
晃華学園小学校講師 
広島大学名誉教授 
同志社女子大学特任教授 
北海道教育大学教授 
兵庫県立大学天文科学
センター天文科学研究員
北海道教育大学教授 
東京大学名誉教授 
広島大学名誉教授 
玉川大学客員教授 
奈良女子大学附属小学校
主幹教諭
元川崎市立東小倉小学校校長 
広島大学附属東雲小学校教諭 
東京大学教授 
東京学芸大学講師 
宮崎大学教授 
元奈良女子大学附属
小学校副校長
広島大学教授 
静岡大学名誉教授
愛知教育大学准教授 

藤井  浩樹 
藤本  勇二
松本  勝信 
松本  伸示 
宮田  新作 
村上  忠幸
森      一夫
矢野  英明
山崎  幸一

山森  美穂
渡邉  重義
株式会社新興出版社啓林館編集部

《特別支援教育に関する監修》 
柘植  雅義

《言語力に関する監修》 
澤本  和子

《防災・減災に関する監修》 
河田  惠昭

岡山大学准教授 
武庫川女子大学講師 
大阪教育大学名誉教授 
兵庫教育大学教授 
早稲田実業学校初等部教諭 
京都教育大学教授 
大阪教育大学名誉教授 
帝京大学客員教授 
元東京学芸大学附属
大泉小学校副校長
都留文科大学准教授 
熊本大学准教授 　

国立特別支援教育総合
研究所 上席総括研究員

日本女子大学教授 

関西大学教授 ・ 
社会安全研究センター長
人と防災未来センター長
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